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1.本書は、2007(平 成 19)年度に実施 した山梨県北

杜市白州町白須地内に所在する大久保 (白 須)(お

おくば(し らす)}遺跡の緊急発掘調査報告書である。

2.発掘調査は、市道花水金ノ手線建設工事に伴 う事前

調査であり、事業主体である北社市建設部道路河)||

課より委託を受けて北杜市教育委員会が実施 した。

3.発掘調査は 2007(平 成 19)年 5月 14日 ～ 8月 24

日まで実施した。整理作業・報告書作成については

2008(平成 20)午 4月 1日 から2009(平成 21)年

3月 31日 まで実施した。

4.発掘調査および整理作業において一部の調査・業務

を以下の各機関に委託した。

航空写真撮影 棚スカイ・サーヴェイ

石器実測等業務委託 爛アルカ

5.本書の執筆・編集は、村松佳幸 (北社市教育委員会

生涯学習課長坂郷土資料館担当兼文化財担当)が行つ

た。出土石器分析ついてはいアルカ高橋 哲氏に原稿

を執筆していただき掲載した。

6.遺構・出土土器の写真撮影は村松が行つた。

7.本報告書に関わる出土品及び記録図面・写真等は、

北社市教育委員会に保管している。

8.発掘調査および報告書作成にあたり、多くの方々に

多大なご協力・ご指導を賜った。ここに深く感謝の意

を表します。

1.第 4図 の座標 値 は 日本測 地系 (旧 日本 測地系 ,

Tokyo Datum)の数値である。各図のグ リン ドの左下

と右上の座標値を世界測地系数値に変換すると以下の

とお りである。

日本測地系 世界測地系

左下 X座標 :-20405.Om→ -20052,9739m

Y座標 :-4795,Om→ -5076.7576m

右上 X座標 :-20335.Om→ -19982.9764m

Y座標 :-4750.Om→ -5031.7575m

遺構図版中の北を示す方位はすべて座標北である。

第 4～ 6図 は、グリンドの縦軸が南北方向を示す。

2.掲載 した遺構・遺物実測図の縮尺は、原則 として以

下のとお りである。

遺構 調査区全体図 :1/500、 1/250

各遺構 :1/60、 1/30(一部 1/100)

遺物 土器 :1/4、 土製品 2/3、 1/2

昇子号吾: 2/3、  1/3、  1/6

3 遺構図版中のマークは遺物分布を示す。遺構図版中

の網掛けは焼土を示す。遺構図版中の断面図脇にある

数値は標高を示す。

4.遺構図版中の土器番号、土器実測図番号、土器観察

表番号は一致 している。ただし、石器については別の

番号が付けられている。表中の括弧付き数値は残存値

を示す。

5.土層説明における土色表示は、小山正忠・竹原秀雄

2003『新版 標準土色帖』農林水産省農林水産技術会

議事務局監修・財団法人日本色彩研究所色票監修を使

用 した。

6.第 1図は、国土地理院発行 1/25,000地形図 「長坂

上条」 (平成元年発行)を基に作成 した。

例凡例
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第 1章 調査の経緯 と概要

1 発掘調査に至る経緯

旧白州町は、町域を走る国道や地方主要道路を結び、

地域間の連結・連携を強化するために市道の改良工事を

計画 した。それは合併 して誕生 した北杜市にも引き継が

れ、より広範囲な地域を効率的に移動するためにも事業

の推進が急がれた。

2006(平 成 18)年 12月 、北杜市建設部道路河川課か

ら市道花水金ノ手線の建設予定区間における埋蔵文化財

包蔵地の有無の照会を受け、予定区間の一部に大久保 (白

須)遺跡が存在すること辻、事前の発掘調査が必要であ

る旨を回答 した。2007(平 成 19)年 4月 に遺跡の遺存

状態を確認するために試掘調査を行つた結果、縄文時代

の竪穴住居跡 2軒が確認 され、地形および遺物出土の分

布から調査範囲を設定 し、同年 5月 から発掘調査を実施

した。整理作業および報告書作成業務は翌 2008(平成

20)年 4月 より開始 し、2009(平 成 21)年 3月 に終了

した。2007年度の発掘調査費は 2,957,566円 、2008年

度の整理作業費は 4,224,250円 、合計 7,181,816円 であ

つた。この発掘調査に係わる事務手続きは以下のとお り

である。

文化財保護法第 94条による通知 :平成 18年 12月 6日 付け

北杜道河第 28322号

同通知に係わる指示通知 :平成 18年 12月 19日 付け教学文

第 2633号

文化財保護法第 99条 による発掘着手報告 :平成 19年 4月

23日 付け北杜生学第 1411号

同条による発掘終了報告 :平成 19年 8月 28日 付け北社生学

第 5961号

埋蔵物発見届 :平成 19年 8月 28日 付け北杜生学第 5964号

埋蔵物保管請書 ,平成 19年 8月 28日 付け北杜生学 5962号

埋蔵文化財保管証 :平成 19年 8月 28日 付け北杜生学 5963号

本遺跡の発掘調査の 日程は以下のとお りである。

2007年 4月 23日 ～ 24日 :試掘調査

5月 14日 ～ :発掘調査着手 (A区調査開始 )

6月 19日 :A区航空写真撮影

6月 21日 ～ :B区調査開始

8月 17日 :B区航空写真撮影

8月 24日 :発掘調査終了

2008年 4月 1日 :整理作業着手

3月 31日 :整理作業終了

2 発掘調査の概要

本遺跡における今回の調査は、道路建設 とい うこと

もあ り、幅約 12m、 北西か ら南東方向に約 115mあ る

細長い調査区≧なった (第 4図 )。 調査区は微高地の中

央を横断するように位置 し、中央に直交する農道が通る

ため、北西側をA区、南東側をB区 とした。調査面積は

A区が 658ポ、B区が 626だ 、合計 1,284だである。標

高は 595m～ 599mで ある。

調査区は基準点測量を行い、この点に基づき調査区の

南西側に原点を設け、そこか ら 10m四 方のグリッ ドを

設定 した。西か ら東に 1～ 11、 南か ら北へA～ Gと グ

リンド名をつけた。

調査は、重機による表土掘削から始ま り、遺構確認面

まで下げた後、人力により精査 しながら遺構の確認を行

い、順次遺構を掘削 していった。遺物はある程度大きい

ものは出土した原位置で光波測量機 による記録・取 り上

げ作業をし、小 さいものについては各遺構や遺構外の一

括遺物 として取 り上げた。遺構は土層断面・遺構平面図

等を光波測量機により図化 した。調査の状況に応 じて遺

物出土状況や土層断面、遺構完掘状況などの写真撮影を

行い、調査区全体をラジヨンヘ リにより航空写真を撮影

した。最初にA区を調査 し、A区の調査終了後、 B区の

調査を行つた。

発見 された遺構は、縄文時代中期後半の竪穴住居跡

11軒、溝状遺構 1条、竪穴状遺構 1基、土坑 21基、ピ

ッ ト10基である。出土遺物は、縄文時代の土器。土製品・

石器が整理箱で 29箱分出上 した。

3 発掘調査組織

発掘調査組織は以下のとお りである。

調査主体 北社市教育委員会

事務局  教育長 小清水淳三 (～ 2007年 11月 )、

櫻井義長 (2007年 11月 ～)

生涯学習課長 原一元

調査担当 村松佳幸

(長坂郷土資料館担当兼文化財担当)

発掘作業員 酒巻正道、山中敏夫、関 祐二、浅野好生

秋山かつゑ、浅)|十 人重子、名取初子

菊地美代子、

整理作業  有野明子、清井ゆき枝、 日向登茂子

井出由美、加藤歩美、白倉めぐみ

原万紀子

-1-



第 2章 遺跡周辺の環境

1 地理的環境

本遺跡は、山梨県北杜市白州町白須字大久保地内に所

在する。北杜市は山梨県の北西部に位置 し、北は人ヶ

岳、東は瑞椿山・金峰山を代表 とする秩父山地や茅ヶ岳、

西は甲斐駒ケ岳などが連なる南アルプス山脈 と、周囲の

山々を含む広大な面積をもつ市である。 白州町は南アル

プス山脈の東麓に位置する風光明媚な町である。

白州町の地形は、山地、扇状地、段丘、平地に大別で

きる。山地は、標高 2966mの 甲斐駒ケ岳を主峰 とす る

南北に走る南アルプス山脈 と、その手前に並行 して走る

巨摩山地からなる。所謂フォ ッサマグナ (中央地溝帯 )

の西縁にあた り、糸魚川・静岡地質構造線が町内を縦走

する。南アルプス山脈 と巨摩山地は、この構造線に沿つ

て買入 した花聞岩および石英閃緑岩を主体に構成されて

いる山である。

町の東側を鋸岳を水源 ≧する釜無川が、神宮川、尾 白

川、大武川等の甲斐駒ケ岳から流れ出る河)||と 合流 しな

がら東南方向に流下する。これ らの河川は比較的緩やか

であるが、一度豪雨があると急激に増水 し、上流にある

風化すると崩れやすい花南岩 と共に多量の土石流 となっ

て押 し出し、ノ(ヶ 岳南麓の西縁を削 り、七里ヶ岩 と呼ば

れる断崖を形成 した。

釜無川 とその支流は扇状地や河岸段丘を形成する。河

岸段丘は、段丘面を覆 うローム層の有無や現河床からの

高さ等から、低位段丘・中位段丘・高位段丘の 3つに区

分 される。本遺跡は、釜無)||と その支流である尾 白川 と

に挟まれた中位段丘に立地する。 この段丘は、現河床 と

の比高は 10～ 40mである。人ヶ岳に由来する韮崎泥流

の上に花聞岩を主体 とした段丘礫層が、厚 さ 10数 mで

堆積 し、最上部に新期ローム層が薄く乗る。本遺跡でも

砂粒を多く含むが、ローム層が確認 されている。

本遺跡は、釜無川右岸・尾 白川左岸にあた り、釜無川

寄 りに位置する。釜無川 との比高は約 30mで あ り、緩

やかに南東に傾斜する平坦面に立地する。その平坦面も

微視的に見ると起伏がある。本遺跡は、平坦面内の微高

地上にあ り、東側は 2～ 3mの段差がある沢筋 となる。

平坦面上に集まった水の釜無川への流れ道であったと考

えられる。本遺跡で発見された縄文時代の集落は、この

微高地の頂部を中心としてその周囲に展開 していた。水

場 としては北側に流れる釜無川 を利用 したのであろ う

か。現在の主要道路である国道 20号線は、本遺跡から

約 400m南 を縦走 している。

2 歴史的環境

南アルプス山脈の山麓に広がる白州町は、そこから流

れる豊かな渓流水 と日照に恵まれて、釜無)||に 向かつて

傾斜する広大な段丘平坦面に集落が発達 していった。町

内では旧石器時代の遺物はまだ発見されていないが、縄

文時代草創期の尖頭器が古御所東遺跡で出土 している。

それ以降、断続的ではあるが数多くの遺跡が残 され、時

代別にみると縄文時代が最も多く、平安時代および中世

がそれに次 ぐ。縄文時代については、早期から晩期まで

の土器が採集 。出土しているが、中期が最も多く、前期が

これに次いでいる。この傾向は人ヶ岳南麓 ≧同じであり、

両地域の関係性が強いことを示 している。

本遺跡 のある 白須 地 区には、大 除遺跡群 (6037～

6039)や北原遺跡 (6008)等 の縄文時代・平安時代 。中

世の複合遺跡や、縄文時代前期の遺跡である堰 口遺跡

(6008)が確認 されている。他にも尾 白川右岸の陣ヶ原

1遺跡 (6029)や 陣ヶ原 2遺跡 (6030)等 の平安時代か

ら中世を主体 ≧する遺跡 もある。本遺跡周辺でも、これ

までにいくつかの発掘調査が行われている。

根古屋遺跡 (6015)は、1984(昭 和 59)年 に回場整

備事業に伴 う発掘調査が実施 された。縄文時代前期初頭

の住居跡 1軒、中期後半の住居跡 12軒、土坑 26基等が

発見された。主に曽利 I～ V式期まで続いた集落であり、

第 1号住屋址からは釣手土器 。床面に伏せ られた深鉢形

土器・丸石・立石が出上 し、祭万E的な性格が強い住居跡

として注 目されている。

本遺跡 の西隣に旧菅原小学校遺跡 (6055)が ある。

1993(平成 5)年に圃場整備事業に先立つ発掘調査 と、

翌年に自州小学校体育館建設工事に伴 う発掘調査が行わ

れている。平安時代の竪穴住居跡 7軒 と中世 と考えられ

る土坑 44基が発見 された。遺跡のほとんどが既存の白

州小学校の範囲≧重なると考えられてきたが、調査の結

果、遺跡の中心がこれまでより北にずれることが確認 さ

れ、比較的規模が大きいためこの地区の縄文時代中期 と

平安時代における拠点的集落と推定された。

屋敷平遺跡 (6016)は、本遺跡から南東約 l kmの とこ

ろにある。 1991(平成 3)年に台ヶ原地区農工団地造成

工事に伴い発掘調査 され、縄文早期・前期 。中期・晩期、

弥生中期、土師質土器・内耳土器・青磁などの中世の遺

物が多数出上 した。また、2005(平 成 17)年 に食品加

工場建設に伴 う発掘調査が行われ、縄文晩期の住居跡 1

軒、中世の掘立柱建物跡 5棟・地下式土坑 2基、縄文晩

期の土坑や中世の円形墓を含む土坑 200基以上が発見さ

れ、縄文晩期の住居跡は貴重な発見例 となった。
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第 3章 発見された遺構 と遺物

1 基本層序

本遺跡の基本層序は単純である (第 21図 )。 約 10 cm

の第 1層である表土の下には、第 2層のにぶい黄褐色土

が約 20 cm堆積する。その下に第 3層 の暗褐色土 と第 4

層の褐色土が堆積 し、その 2つの層が遺物包含層 となる。

第 4層の褐色土は第 3層の暗褐色土の漸移層 といえる。

その下の第 5層の黄褐色土は中位段丘にわずかに残るロ

ーム層の地山であり、その上面が遺構確認面である。第

2～ 5層 には、南アルプス山脈に由来すると考えられる

砂粒が多量に含まれるため、人ヶ岳南麓のローム層 と比

べると砂つぱい。

地山には巨礫が多 く含まれる。 A区の 5号住周辺や、

B区 7号住や 10号住の近 くか ら花聞岩の巨礫が顔をの

ぞかせている。 B区南東端の台地か ら下がつたところに

は花聞岩の大礫が多数露出している。基本層序のさらに

下層には南アルプス山脈由来の花蘭岩の大礫が多数含ま

れる層があると思われる。

2 住居跡

1号住居跡 (第 7・ 8図 )

(位置)E-4・ F-4グ リッドに位置する。

(重複)な し

(形状)不整な円形 と思われる。

(規模)半分以上が調査区外にある。調査 した範囲は長

軸 6.46m、 短軸 2.44m、 深 さ 48.6～ 52.O cmで ある。

(床面)硬化面は確認できなかった。撹乱があちらこち

らにあり、床の遺存状態は良くなかった。

(施設)調査 した範囲に炉は確認できなかった。調査区

外にあると思われる。埋甕が 2基重複 して発見された。

2号埋篭が埋設 された後、その一部を壊 して 1号埋甕が

埋設 された。

確認 した主柱穴はピット5。 9である。 ピット4も主

柱穴の可能性はあるが、大きめの上器片等が覆土中層か

ら出土したので、貯蔵穴とも考えられる。

貯蔵穴と思われるフラスコ状のピッ トが 3基あった。

ピッ ト1は底部の壁際にいくつかの礫が置かれ、細長い

礫のやや上方から土器底部の 7001が 出土 した。 ピッ ト

2は底部中央に台石を含む礫がまとまり、東壁際に土器

底部の 7002が出土した。 1号埋甕に切 られているので、

1号埋甕の時期には埋められていた。 ピッ ト3は X字状

把手付深鉢の大形破片と台石が出土 した。フラスコ状ピ

ッ ト3基は同時に使用 されていたとは考えられず、段階

的に作 られていったのであろう。

(遺物)第 22図。3095は 縄文地文で、縄の結び 目によ

る結節沈線を縦位に施す。 口縁部は 1本の隆線でつなぎ

弧文をもち、4つの小突起がある。突起下には、隆線に

よる渦巻文があ り、区画内は縄文が充填 されている。 1

号埋甕で、底部は欠損 している。690は 2号埋甕で、 1

号埋奏埋設に伴いかな りの部分が欠損 している。胴部上

半は横位条線、下半は縦位条線を地文とする。頸部には

粘土紐による波状隆線が、胴部には 2本粘土紐によるU

宇状文や縦位の波状粘土紐がつけられる。曽利 I式 と考

えられるが、曽利 Ⅱ式古段階ともいえる。708は 口縁部

と底部欠損する。地文は縄文で、頸部に 1本の刻み隆線

が貼 り付けられている。7007は X字状把手付深鉢の大

形破片である。地文は縄文で、刻み隆線 による懸垂文

がつ く。 X字状把手の上端か ら胴部文様へ続いていく。

1752は 渦巻文の把手である。 S宇状に渦巻文が連続 し、

内外面に装飾 され る。内部は空洞である。7003は、連

弧文土器の影響であろうか、口縁部に半裁竹管内皮によ

る波状沈線が横位に巡る。

(遺物出土状況)住居跡の半分 しか調査 していないが、

土器の出土量は最多である。撹乱が多いためか完形に近

い個体は少ない。

(時期)1号 埋竃 3095と 2号埋甕 690よ り曽利 I式期～

曽利 Ⅱ式期 と考えられ る。 よ り詳細にみると、3095は

結節沈線がつ く、口縁部が直立する、口縁部区画内に地

文の縄文を施す、つなぎ弧文の下端部が直線的であるな

ど、曽利 Ⅱ式でも古段階のものといえ、690は胴部が張

り、粘土紐による装飾が施 されるなど、曽利 I式新段階

～曽利 Ⅱ式古段階のもの≧いえるので、曽利 I式新段階

～Ⅱ式古段階と考えられる。

(備考)1号 住はA区にある住居群の中央に位置する。

2号住居跡 (第 9図 )

(位置)D-4・ E-4グ リンドに位置する。

(重複)な し。

(形状)不整な精円形である。

(規模 )長軸 4.67m、 短軸 4.24m、 深 さ 36.7～ 38.0

clllで ある。

(床面)硬化面は確認できなかった。

(施設)炉が住居中央やや西寄 りにある。石囲炉で、扁

平な礫を平置きして作 られている。東隅の一部に礫がな

く、はず された可能性 もある。炉内は焼土が発達 してい

なかつた。埋甕は発見されなかった。主柱穴はピット1・

2・ 3・ 4の 4本柱穴である。 ピッ ト5が貯蔵穴と思わ
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れる。

(遺物)第 23。 24図。 1456は 口縁部に渦巻つなぎ弧文

をもつ土器である。渦巻文の上部には 2～ 3の刺突文が

みられる。縄文地文であり、月同部には半載竹管内皮によ

る懸垂文と縦位波状沈線が施 される。 口縁部の区画内に

は地文の縄文が施 される。曽利 Ⅱ式であるが、加曽利 E
2式の要素の強い土器 といえる。413は 口縁部に渦巻つ

なぎ弧文をもつ。頸部は無文で、月同部に沈線による弧文

や円文が施 される。 口縁部の区画内と胴部には縄文地文

が施 される。加 曽利 E2式 である。2800は胴部上半に

格子文、頸部にX宇状把手をもつ。縄文地文、波状粘土

紐の装飾をもち、把手の上にはね じりのある突起がつく。

梨久保 B式あるいはその影響の強い土器である。295は

口縁部に重弧文、頸部に斜行文、胴部に条線 と波状粘土

紐の装飾をもつ。83は 口縁部に格子文をもつ土器であ

る。胴部には条線地文で懸垂文 と縦位波状粘土紐が施 さ

れる。2838は縄文地文で口縁部に渦巻文をもつ。2833・

2828は 同一個体で、縄文地文のX字状把手付深鉢の破

片である。X字状把手の上端から胴部文様に続いている。

胴部文様の隆帯の中央に半我竹管内皮による刻みが施 さ

れる。2827は無文の小形土器である。

(遺物出土状況)住居の南東寄 りに土器の集中箇所があ

つた。炉の周辺や北西壁近 くからも大形破片が出土した。

ピット5か らは細長い大礫の他、小礫や土器片が出土 し

た。住居内土器は縄文地文の土器が多い。

(時期)出土土器より曽利 Ⅱ式期 と考えられる。

(備考)2号 住はA区にある住居群の東側に位置する。

そこは集落の中央寄 りにあたる。

3号住居跡 (第 10・ 11図 )

(位置)E-3。 E-4グ リッドに位置する。

(重複)な し。

(形状)不整な円形である。

(規模 )長軸 5.92m、 短軸 5.70m、 深 さ 20,4～ 50,9

側である。

(床面)硬化面は確認できなかった。

(施設)住居中央やや北寄 りに炉がある。礫はなく、地

床炉のようではあるが、礫がはず された可能性がある。

炉内の焼土はあま り発達 していない。炉の南側に焼土が

確認できた。長軸 135 cm、 短軸 75 clllと やや大きい。主

柱穴は、ピッ ト3・ 4・ 5・ 7・ 8・ 10の 6基である。

ピット2・ 5。 7。 10。 11・ 13の 6基の組み合わせ もあり、

柱穴配置の規模から後者が先に作 られ、前者に建替えら

れたと考えられる。 ピッ ト1あ るいはピット6が貯蔵穴

として使われたかもしれない。周溝は壁沿いを断続的に

巡っている。

(遺物)第 25図。 1328は 曽利 I式の長胴甕である。 口

縁部は無文、頸部に 2本の隆線を巡 らし、下方の隆線上

には刻みを施す。頸部に渦巻文がつき、そこから2本の

刻み隆線によるU字状懸垂文が延びる。地文は条線であ

る。1287と 1567も 曽利 I式の長胴甕である。条線地文、

頸部に隆線、渦巻文か ら延びる隆線による懸垂文など、

1328と 共通す る。2190は大形の深鉢底部である。破損

後に底部だけ別の用途に転用 された と思われ る。 1021

は杓子形土製品である。やや細長 く柄は欠損 している。

(遺物出土状況)住居の中央か ら 1328と 2190が大形破

片の状態で出土 している。それ以外は小 さめの破片で出

土 した。土器の出土量は、住居跡の大きさの割には少な

かった。

(時期)出土土器 より曽利 I式期 と考えられる。頸部に

渦巻文がつき、刻み隆線によるU字状懸垂文を持つ もの

が多く、曽利 I式期の中でも古段階であろう。

(備考)3号 住はA区にある住屋群の中央に位置する。

4号住居跡 (第 8図 )

(位置)E-5グ リッドに位置する。

(重複)な し。

(形状)不整な円形であると思われる。

(規模)2/3以 上が調査区外にある。調査 した範囲は長

軸 4.70m、 短軸 1.12m、 深 さ 9.6～ 13.3側である。

(床面)調査範囲内では硬化面は確認できなかった。抗

乱も入 り、床面の遺存状態は悪かった。

(施設)炉・埋甕 ともに確認できなかった。主柱穴はピ

ント1の 1基のみ確認できた。

(遺物)第 24図。曽利 Ⅱ式の渦巻つなぎ弧文の口縁部片

である 54を 始め、いずれ も小片で出土 した。出土量も

少なかった。

(時期)出土土器 より、おそ らく曽利 I式～曽利 Ⅱ式 と

考えられるが、小片での出土であるため詳細な時期は不

明である。

(備考)4号 住 はA区にある住居群の東側に位置す る。

そこは集落の中央寄 りにあたる。

5号住居跡 (第 12・ 13図 )

(位置)F-3グ リッドに位置する。

(重複)な し。

(形状)不整な円形である。

(規模 )長軸 6.51m、 短軸 6.22m、 深 さ 23.0～ 39,7
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clllで ある。

(床面)硬化面は確認できなかつた。

(施設)炉が住居中央やや東寄 りにあった。扁平な大礫

を平置きして囲 う石囲炉である。南側の一部は 24号土

坑により壊 されている。炉の東側 に長軸 100 clll・ 短軸

55 cmの 焼土が確認できた。埋甕はな し。主柱穴はピッ

ト2・ 5・ 7・ 13・ 16。 18の 6基 と、ピット1・ 4・ 6・

8・ 12・ 14・ 17の 7基 と考えられ、それ以外にピット9・

10。 15も 主柱穴 と思われ る。前者の 6本柱穴か ら後者

の 7本柱穴に建替えられたと考えられるが、それ以外に

も建替えや柱の本数が違 うものがあった可能性はある。

周溝は東側の一部のみ確認できた。

(遺物)第 26～ 29図。2090は 曽利 I式の渦巻把手付土

器である。把手は 2紺 と考えられるが、片方は出土しな

かつた。把手は中空の筒形で、側面に渦巻 と波状の装飾

がつき、部分的に孔が開いている。頭頂部に渦巻文がつ

く。胴部は把手の下端か ら 3本隆線の懸垂文が下が り、

それを境に条線 と無文 とに地文が分かれる。頸部には波

状粘土紐が装飾 される。2922は 曽利 I式直前段階の小

形長胴甕である。異形の渦巻文が施 された突起が 1つ あ

り、反対側の外面にはW字状文が施 される。条線地文で、

胴部にはU字状 と卜字状の文様が刻み隆線で描かれてい

る。器形は胴部から口縁部にかけて直線的に立ち上がる。

2642は 曽利 I式の渦巻把手付土器であるが、把手は全

て欠損 している。条線地文、刻み隆線による懸垂文があ

る。298・ 2164・ 2269。 2934は 曽利 I式の小形長胴奏で

ある。2934以外は条線地文で、刻み隆線による懸垂文

や U宇状文をもつ。2934は頸部に半我竹管内皮による

沈線があ り、その中を刻んでいる。2481は長胴奏 と思

われるが、口縁都は直立 し、口唇部が外側に張 り出す形

態をしている。張 り出しの端部には刻みが施 され、頸部

と懸垂文には波状粘土紐がつ く。地文は条線、頸部に渦

巻文がある。2927は筒形の渦巻把手、2941は水煙文状

の渦巻把手である。

(遺物出土状況)住居の北から東側 にかけて大形破片が

まとまって出土 した。298・ 2922・ 2934は横倒 し状態で

出土した。 どれも床面から浮いていたので、住居廃絶後

に廃棄 されたものと考えられ る。炉の構築礫に台石 72

と石皿 73が使用 されてお り、炉の北東隅の内側に凹石

66が 置かれていた。出土量も多 く 1号住に次 ぐが、出

土した個数は最多であった。

(時期)使用時期を示す炉内埋設土器や埋甕が発見され

ていないので断定はできないが、2090・ 2922な どの出

土土器 より曽利 I式と考えられる。曽利 I式の中でも古

段階の土器が多いので、 5号住 もそれに近いものと考え

られる。

(備考)住居の南側に花蘭岩の巨礫がある。地山に含ま

れるもので人為的に移動 されたものではない。住居が使

用されていた時も巨礫が露出していたであろう。巨礫 も

住居の施設 として利用 されていたかもしれない。

5号住はA区にある住居群の西側に位置する。そこは

集落の外寄 りにあたる。

6号住居跡 (第 14図 )

(位置)B-9・ B-10グ リンドに位置する。

(重複)1号 溝に切 られる。

(形状)不整な円形である。

(規模 )長軸 4.97m、 短軸 4.58m、 深 さ 21.6～ 39.6

側である。

(床面)硬化面は確認できなかった。

(施設)住居中央やや北寄 りに炉がある。細長い礫を巡

らす石囲炉である。南側の一部に傑はなく、焼上が確認

できた。炉内の焼土はあま り発達 していない。埋甕はな

い。主柱穴はピッ ト1・ 2・ 3・ 4・ 5の 5基である。

ピット6あ るいはピッ ト7が貯蔵穴であろうか。周溝は

西側半分で確認 されている。

(遺物)第 29～ 31図。3158は曽利 I式の長胴甕である。

国縁部は渦巻文 とW字状文がつ く波状口縁である。胴部

には渦巻文 ≧3～ 4本の刻み隆線で懸垂文やU字状文を

施 している。地文は条線である。5459は 井戸尻式である。

口縁部にはW字状文がつき、胴部には中を縦位沈線で

充填 された楕 円区画文が配 され る。4798・ 5398は 同一

個体で、井戸尻式 と思われる。曽利 I式の長胴秦に続 く

形態で、口縁部は屈曲が強く無文、顎部に 1本の隆線を

巡 らし、胴部に 2本の隆線で文様を描いている。地文は

棒状工具による 1本引きの条線で、曽利 正式より雑な感

じを受ける。5209は 半載竹管内皮による条線が地文で、

口縁部は直線的に開く形態である。頸部 と胴部には 2本

の隆線による文様がつき、隆線上は棒状工具による刻み

が施 され る。曽利 正式であろ う。4639は 曽利 I式の長

胴奏である。 口縁部は弱い波状 口縁で、頸部にミミズク

状突起がつ く。 2本の刻み隆線で胴部文様を描 く。5400

は梨久保 B式の小形土器である。強い波状 口縁で、口縁

部につけられた渦巻文の下にね じりのある隆線を貼 り付

けている。頸部には櫛形文が施 され、底部は抜けていた。

(遺物出土状況)炉周辺 と西側に大形破片が出土 してい

る。炉周辺のものは床直に近いが、いずれも住居廃絶後

に廃棄 されたもの と考えられる。 ピッ ト9か らは 5809
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や 5813が 出土 している。 ピッ ト9は埋甕が埋設 されて

もいい位置にあ り、埋秦へつながるものであろうか。

(時期)住居跡内か ら出土 した土器は井戸尻式末～曽利

I式である。 ほとん どが廃棄 されたもので、炉周辺で

5459・ 4798な どの井戸尻式末の土器が多 く出土 してい

る。よって、住居使用時期は井戸尻式末 ≧考えたい。

(備 考)6号 住は B区にある住居群の東側に位置す る。

そこは集落の外寄 りにあたる。

7号住居跡 (第 15。 16図 )

(位置)B-8グ リンドに位置する。

(重複)11号住居跡を切る。 1号竪穴状遺構に切 られる。

(形状)長 円形 と思われる。

(規模)半分以上が調査区外にある。調査 した範囲は長

軸 5,92m、 短軸 2.46m、 深 さ 29,0～ 38.7 cmで ある。

(床面)硬化面は確認できなかった。

(施設)住居中央やや北寄 りに炉がある。石囲炉で形態

は長方形。扁平な大礫を短辺に、細長い棒状礫を長辺に

置 く。扁平な大礫は平置きにする。埋秦は確認できなか

つた。あるとすると調査区外になる。主柱穴はピット2・

3・ 4の 3基が確認できた。 ピント1は貯蔵穴であろう

か。周溝は調査範囲内では確認できなかった。

(遺物)第 32・ 33図。7027は 縄文地文の把手付深鉢である。

頸部に隆線、胴部に沈線による懸垂文が施 される。5710

は条線地文の土器である。頸部や胴部に 2本の刻み隆線

による施文がある。曽利 I式と思われるが、器形は曽利

Ⅱ式によくみ られ るものである。7026は地文のない隆

線で装飾 された土器である。井戸尻式であろうか。3453

は無文の小形長胴秦 と思われ る。外面は丁寧に磨かれ

ている。6029は 鍔のつ く台形土器であるが、鍔は全て

欠けている。何かに転用 されたのかもしれない。6121・

7020。 7021・ 7022は 同一個体で、渦巻把手付土器であ

る。条線地文で、 3本の隆線により文様を描いている。

3474・ 5354・ 5639・ 5744は 異条縄文の地文をもつ土器

である。

(遺物出土状況)炉から6121他 の渦巻把手付土器が出土

している。台形土器 6029は逆 さの状態で床直で出土 し

た。5710は床直に置かれた大礫にもたれかかるように

出土した。出土量は、半分 しか調査 していないにも関わ

らず、 1号住 と5号住に次 ぐ3番 目の多さである。

(時期)使用時期を示す炉内埋設土器や埋甕が発見され

ていないので断定はできないが、炉周辺か ら出土 した

6121,6156な どの出土土器 より曽利 I式期 と考えられ

る。刻み隆線をもつ土器や胴部が直立する長胴密が少な

いことから、曽利 正式期の中でも新段階と考えられ る。

(備考)7号 住はB区にある住居群の中央に位置す る。

8号住居跡 (第 15。 16図 )

(位置)B-7・ B-8グ リッドに位置する。

(重複)11号住居跡を切る。

(形状)不整な円形と思われる。

(規模)半分以上が調査区外にある。調査 した範 囲は長

軸 5.38m、 短軸 1.71m、 深 さ 14.9～ 28.l cmで ある。

(床面)硬化面は確認できなかった。

(施設)炉も埋甕も確認できなかった。調査区外 にある

と思われる。主柱穴はピット1・ 5。 7の 3基が確認で

きた。調査 した範囲では周溝が確認できた。

(遺 物 )第 34図。3573・ 3598は 曽利 Ⅱ式 で あ ろ う。

3544は 曽 利 Ⅳ 式、3545は 曽 利 V式、3288。 3536・

3541。 3833は称名寺式である。

(遺物出土状況)いずれ も小片で、出土量は 4号住 に次

ぐ少なさであった。

(時期)炉内埋設土器や埋変が発見 されてお らず、かつ

出土土器 も小片ばか りであるため時期は不明である。出

土土器 と住居跡の形態により曽利式期であることはいえ

るであろ う。

(備考)8号 住は B区にある住居群の西寄 りに位置す る。

そこは集落の中央寄 りにあたる。

9号住居跡 (第 17。 18図 )

(位置)C-7・ C-8グ リンドに位置する。

(重複)1号 溝に切 られる。15号土坑 と重複する。

(形状)不整な円形である。

(規模 )長軸 4,93m、 短軸 4.79m、 深 さ 22.1～ 37.1

cmである。住居の壁がはっき り確認できなかったため、

掘 りすぎている可能性はある。

(床面)硬化面は確認できなった。

(施設)住居中央やや北西寄 りに炉がある。 5つの扁平

な大礫を土坑内に立てるように設置 し、間に小礫 を噛ま

している。形態は五角形、炉内の焼土はあま り発達 して

お らず、いくつかの小礫が出土 した。埋甕が南東隅にあ

る。土器は正位に埋設 され、その上に花蘭岩の大礫が置

かれていた。主柱穴はピット2・ 3・ 4・ 5の 4基であ

る。 ピッ ト1は貯蔵穴 ≧考えられる。周溝は東側の一部

以外に確認できた。

(遺物)第 36図。3577は埋甕である。縄文地文で、縄

の結び 目による結節沈線が施 される。 口縁部に隆線 によ

る S宇状文が 4つあり、その間を 2本隆線の弧文でつな
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ぐ。区画内は地文の縄文が施 されている。底部は欠損 し

ている。3585は縄文地文の鉢形土器である。

(遺物出土状況)土器はほ とん どが小片状態で出土 し、

残 りのいいものは埋秦の 3577だ けである。埋甕の周辺

から大礫がいくつか出土 している。それ以外遺物のまと

ま りはなかつた。炉の南隅に凹石 168が構築礫 として使

われていた。 ピット1には棒状の大礫 2点 を含むいくつ

かの礫が入れ られてお り、凹石 167や台石 172も 出土 し

ている。台石 172は底部に置かれていた。

(時期)埋秦 3577よ り曽利 Ⅱ式期 と考えられ る。3577

は縄文十結節沈線の地文で、口縁部の弧文の下端部が直

線的であり、区画内は地文が充填 されるので、曽利 Ⅱ式

の中でも古段階のものといえる。

(備 考)9号 住は B区 にある住居群の西側 に位置す る。

そこは集落の中央寄 りにあたる。

10号住居跡 (第 18・ 19図 )

(位置)B-8・ B-9。 C-8。 C-9グ リッ ドに位

置する。

(重複)1号溝に切 られる。

(形状)不整な精円形である。

(規模)長軸 6.36m、 短軸 5.27m、 深 さ 39,9～ 58.6

cmで ある。

(床面)硬化面は確認できなかつた。

(施設)住居中央やや北寄 りに炉がある。いくつかの小

礫が残 るのみであるが、石囲炉であつた可能性はある。

9号住のよ うな深い掘 り込みはないので、 2・ 5。 7

号住のような扁平礫 を平置 きするタイプのものと思わ

れる。炉はピン ト5の 上に構築 されていた。埋甕はな

し①主柱穴はピッ ト2・ 6・ 8・ 10。 13・ 15の 6基で、

ピッ ト1・ 4・ 5。 11・ 14の 5基も主柱穴と思われる。

後者の 5本柱から前者の 6本柱に建替えられたと考えら

れる。ピット5は炉に切 られているので、 5本柱の住居

の時は炉がなかつたと思われる。 ピント1は貯蔵穴の可

能性 もある。周溝は断続的に壁沿いを巡る。

(遺物)第 35図。4286は 曽利 I式の長胴養で、 口縁部

は欠損 している。胴部に 2本の隆線によるU字状文が描

かれ、その端部にも小 さなU字状文がつ く。地文は条線

である。4176は渦巻把手付土器である。 S宇状文を表

と裏につけ中空の把手を形作っている。 口縁都は把手か

ら続 く隆線で装飾 される。頸部にミミズク状突起がつ く。

曽利 I式である。5217は ミニチュア土器である。曽利

I式の小形長胴甕 を模 してい る。4212・ 4735・ 3767。

4853・ 4182な どの井戸尻式も出土 している。5043は 土鈴、

3876は 耳栓、4068・ 4325は 土偶である。7028の 早期の

楕円押型文も出土 している。

(遺物出土状況)全体を調査 しているが、土器の出土量

はそれほど多くない。大形破片も少なく、小片がほ とん

どである。5217が炉の覆土から出土している。

(時期)炉の覆土か ら出土 した曽利 I式の長胴奏を模 し

た ミニチュア土器 5217や他の大形破片より曽利 I式 と

考えられる。井戸尻式の破片も多くみられるので、曽利

I式でも古段階と考えられる。

(備考)10号住はB区にある住居群の中央に位置す る。

11号住居跡 (第 15。 16図 )

(位置)B-8グ リッドに位置する。

(重複)7号 住居跡・ 8号住居跡 。1号竪穴状遺構 。1

号溝に切 られる。

(形状)不整な円形 と思われる。

(規模)一部調査区外に延びた り、既に掘削 されていた

りと遺存状態は悪い。調査 した範囲は長軸 3.97m、 短

軸 3.47m、 深 さ 19.5～ 33.3 cmで ある。

(床面)床面の大部分が掘削により破壊 されていた。他

の遺構の切 り合いもあり、残つている床面は少ない。残

つた床面で硬化面は確認できなかつた。

(施設)炉は撹乱により壊 されていた。埋寮はない と思

われる。主柱穴はピット1・ 2・ 3の 3基が確認できた。

周溝は北半分の壁際に確認 された。

(遺物)第 34図。6005は有孔鍔付土器である。胴部 に

ね じりのある隆線による格子状文が施されている。 あた

かも土器が縄に縛 られているかのようにみえる。最上部

の隆線にはミミズク状突起が 1つつく。底部は欠損 して

いるので全体の形態は不明であるが、竹筒形 ≧思われ る。

梨久保 B式かその影響 を受けた土器であろ う。2678は

ヘ ビ状の把手である。6016は大形把手の頭頂部である。

6013は楕 円区画文をもつ土器である。区画内は沈線 に

よる渦巻文が施 される。3921は強い屈曲をもつ 口縁部

に隆線を縦位に密につけた土器である。以上は井戸尻式

である。7030はボタン状貼付文をもつ諸磯 c式である。

(遺物出土状況)6005が ピット2の近 くから逆位で出土

した。伏甕 と似ている。石皿 24が ピッ ト1と ピッ ト2

の間の北壁近 くから作業面を上にして出土した。それ以

外は小片であり、撹乱のためもあり、出土量は少ない。

(時期)炉や埋甕が発見 されてお らず、かつ出土土器 も

小片ばか りであるため時期は断定できないが、出土土器

より井戸尻式期末 ≧考えられる。

(備考)11号住は B区にある住居群の中央に位置す る。
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3 その他の遺構

2号土坑 (第 20図 )

(位置)E-5グ リンドに位置する。

(重複)3号 ピットと重複する。

(形状)楕円形である。

(規模)長軸 1.377m、 短軸 1.025m、 深 さ43.2 cmで ある。

(床面)一段深い落ち込みがある。

(遺物)第 36図。7031は重弧文土器の口縁部片である。

口縁部には半我竹管内皮による重弧文が施 され、頸部

には粘土紐が横位 に巡る。曽利 I～ Ⅱ式 と考えられ る。

48・ 50,66が 同一個体、51・ 65が 同一個体で、押圧縄

文 と思われる地文や爪形文が施 されている。曽利 Ⅱ式で

あろうか。

(遺物出土状況)土坑中層から石皿 2点 と礫 4点が円形

に並ぶ ように出土 した。石皿 182の 上には 口縁部片の

7031が あった。覆土中か らは押圧縄文が地文の土器片

がいくつか出土 した。

(時期)出土土器 より曽利 Ⅱ式 と考えられる。

(備考)土坑はA区東端に位置する。そこは集落の内側

にあたる。

16号土坑 (第 21図 )

(位置)B-10グ リンドに位置する。

(重複)な し。

(形状)楕円形である。

(規模)長軸 1,022m、 短軸 0.833m、 深 さ25.O cmである。

(遺物)第 36図 6044は 地文が刺突文のX宇状把手付深

鉢の破片である。曽利 Ⅱ式である。それ以外にも曽利 Ⅱ

式 と思われる土器片が数点出土 している。

(遺物出土状況)土坑東側の覆土中に土器片が散在する。

6044は東壁の底部付近から出土 している。

(時期)出土土器 より曽利 Ⅱ式 と考えられる。

(備考)土坑はB区の東端近 くに位置する。そこは集落

の外側にあたる。

と号竪穴状遺構 (第 15。 16・ 20図 )

(位置)B-8グ リッドに位置する。

(重複)7号 住居跡 。11号住居跡を切る。 1号溝に切 ら

才しる。

(形状)細長い長方形である。

(規模)残存 している範囲は長軸 4.00m、 短軸 2.30m、

深 さ34,9 cmである。

(床面)硬化面は確認できなかった。

(施設)ピ ッ ト等の施設は確認できなかった。

(遺物)出土 した土器は全て縄文土器の河ヽ片である。

(遺物出土状況)大傑が北東隅近 くにま とまって出土 し

たが、いずれも覆土中からである。

(時期)時期決定できる土器が出土 していないので、不

明である。

1号溝 (第 6。 14・ 16・ 17・ 18図 )

(位置)A-10・ B-8・ B-9・ B-10。 C-7・ C
-8・ D-6・ D-7グ リン ドに位置す る。

(重複)6号 住居跡・ 9号住居跡 。10号住居跡 。1号竪

穴状遺構・10号土坑 。12号土坑・ 15号土坑 。17号土坑

を切る。

(形状)B区 の北隅から南に下 り、約 90度南東方向に曲

が り、B区のほぼ中央をわずかに蛇行 しながら直線的に

延びている。底面幅は約 45 clllで あ り、断面形状は箱堀

的である。

(規模)調査 した範囲では全長 51.7m、 幅 97.2～ 1.36m、

深 さ 19.6～ 40.l cmである。

(遺物)縄文時代の住居跡 を壊 して作 られ ているので、

出土するものはほ≧んど縄文土器である。他の時代のも

のでは平安時代の甲斐型郵が 2点出上 している。

(時期)甲 斐型郭 も小片でなので決め手に欠けるが、現

在のところ時期決定の重要な手がか りといえよう。平安

時代かそれ以降と考えられる。

(備考)現在の地境 とは重ならないので、地境の溝 とも

考えづ らい。館の溝 としては規模が小 さくゆがんだ直線

である。現在のところ溝の用途は不明である。

4 遺構外出土土器

第 36図 3192は B区の南東隅か ら出土 した。 16号土

坑のさらに東の、やや傾斜のきついところでの出土であ

つた。これだけの大形破片なので直 ぐ近 くに土坑等の遺

構があると考えて調査 したが、遺構は確認できなかった。

屋外に置かれたものであろうか。 口縁部に半我竹管内皮

による斜行文が施 される斜行文土器である。頸部には格

子状文、胴部には条線地文の上に縦位波状粘土紐が貼付

され る。曽利 Ⅱ～Ⅲ式 と考えられ る。7032は井戸尻式

である。 口縁部に隆線や沈線で文様が施 され、胴部には

隆盛や沈線による渦巻文があり、地文は棒状工具による

1本引きの条線がつけられる。 12・ 361・ 1858は木葉文

をもつ諸磯 a式で、いずれもA区からの出土である。
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第 1図 大久保遺跡周辺の遺跡分布図 (1/25,000)

4082  間の原遺跡  縄

4085  西蕪南遺跡  縄/平

4086  和手遺跡  縄/平

4087  腰巻遺跡  縄

4088  城山上北遺跡  縄/平

4089  城山上遺跡  縄

4090  中丸砦跡  中

4091  居久保遺跡  縄/平

4092  清春 白樺美術館南遺跡  縄/中

4093  細久保遺跡  縄

4094  後平遺跡  縄/平

4095  狐平北遺跡  縄/平

4096  狐平遺跡  縄/平

4097  大平遺跡  縄/平

4173  新宿区健康村遺跡  縄/平

4200  下日野遺跡  縄

6008  北原遺跡  縄/平/中

60091 竹宇 1遺跡  縄/平/中

60092 竹宇 2遺跡  縄/平/中

第 1表 遺跡地名表

堰口遺跡  縄/平/中

堰口2(堰 口東)遺跡  平/中

大久保 (白 須)遺跡  縄/中

中台 1遺跡  縄/平

川平遺跡  縄/中

根古屋遺跡  縄/中

屋敷平遺跡  縄/弥/平/中

押野遺跡  縄/弥/平/中

中台 2遺跡  縄/平

本村耕地 1遺跡  縄/平/中

本村耕地 2遺跡  平/中

陣ヶ原 1遺跡  縄/弥/平/中

陣ヶ原 2遺跡  縄/平/中

柳原遺跡  縄

南田遺跡  縄/平/中

中村 1遺跡  縄/平/中

中村 2遺跡  縄/平/中

桜井 2遺跡  縄

大除 1遺跡  中

-9-

6038  大除 2遺跡  縄/平/中

6039  大除 3遺跡  縄

6047  中原遺跡  縄/平

6048  祭の神 1遺跡  縄/平

6049  祭の神 2遺跡  縄/平/中

6052  坂下遺跡  平/中

6053  所帯I遺跡  平/中

6054  所帯H遺跡  平/中

6055  旧菅原小学校遺跡  縄/平/中

6057  花水大平遺跡  縄

6063  馬場氏屋敷跡  中

6066  由淵氏屋敷跡  中

6067  深沢砦跡  中

6070  竹宇 3遺跡  縄

7037  富貴野遺跡  縄

8052  前田南遺跡  縄/平

8054  向原遺跡  縄/弥

8055  頭佐沢南遺跡  縄/弥

8056  頭佐沢北遺跡  縄

6010

6011

★6012

6013

6014

6015

6016

6017

6020

6025

6026

6029

6030

6031

6032

6033

6034

6036

6037
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第 2図 大久保遺跡周辺の地形
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殉ヽ学校遺跡

保 (白須)遺跡 2007年 成19年度調査区

第 3図 調査区位置図 (1/2,500)
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1号住
1 境乱
2 10YR3/3暗 褐色土 砂粒多量、炭化物少量、

51w lロ ーム粗少量
3 10YR4/4褐 色土 砂泣多量、炭化物少量、

5HIIaロ ーム粒少量、暗褐色土少量
4 10YR4/6褐 色土 砂粒多量、51t alロ ーム粒少量

5 10YR3/4暗 褐色土 ピッ ト1

6 10YR3/4暗 褐色土
7 10YR3/3暗 褐色土

8 10YR3/4暗 褐色土 ピット3
9 10YR5/4に ぶい黄褐色土 砂粒多量、地山

C5985m

B5985m B'  D5985m

C'

1号住 ピット1

D'

m

刊号住 埋姿・ピット2

主三づ
″~t~

597 7m

1号埋霊

2号埋甕

刊号住 埋甕・ピット2
1 10YR74禍 色土 秒粒多量、炭化物多畳

2_10YR4/6褐 色土 砂粒多量、暗褐色土多量、

炭化物少量
3 10YR4/3に ぶい黄褐色 砂粒多量、

暗褐色土少量、炭化物多量

4 10YR4/4褐 色土 砂粒多量、炭化物やや多量、

暗褐色土少量
5 10YR3/4暗 褐色土 砂粒多量 炭化物やや多量
6 10YR4/4褐 色土 砂粒多量、炭化物少量

第 7図  1号住居跡
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1号住 ピツト3

注
＼
A'

4号住
1.締 L

争I解:継 離 鍵 親 斃臨 言ェ姦鉾 妊

會:M罐基幣爺ち責随土螢舞
0 10VR4/4褐 色土 ピット3

ユ 繕 鑓 甕 ヨ岳髯霧詐喀峰
ξ族 驚象窒

虫 難 妨 量

H 10VR5/4に ボい黄褐色土 砂粒参畳、地山

第8図  1号住ピット3、 4号住居跡

4号住

1 勲す ィ十二三ニミ「
~二

三!:三二!::::万
三こ

i::::::::7,:」と1、_:こ::::::::こ::::'二

1

5イ l£″
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口
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ｏ
∞
０
「

2号住

9/

A A'
2号住
1 10YR3/4暗褐色土 褐色土少量、炭化物少量、

砂粒多量、5dul黄 褐色土粒少量
2 10YR4/3に ぶい黄褐色土 砂粒多量、暗褐色土少量、

5nIII黄褐色土粒少量
10YR5/6黄 褐色土 地山
10YR3/4暗 褐色土 砂粒多量、炭化物やや多量

褐色土少量
10YR4/4褐 色土 砂粒多量、炭化物少量、

5Huaロ ーム粒少量
10YR5/6黄 褐色土 砂粒多量、褐色土やや多量
10YR4/6褐 色土 砂粒多量、5Dul口 ~ム粒少量

C5986m

2号住 炉

口

．

A5986m

D5986m

1

2号住 ピット5

・
ィ

2号住 ピッ ト5
1 10YR4/4褐 色土 砂粒多量、炭化物少量、5Dulロ ーム粒少量
2 10YR5/6黄 褐色土 砂粒多量、褐色土やや多量
3 10YR4/6褐 色土 砂粒多量、5a lロ ーム粒少量

オ/

2号住 炉
1 10YR3/4暗 褐色土 砂粒多量、炭化物やや多量、褐色土少量

第 9図  2号住居跡
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口
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イ
０
一

A5985m A'3号住
1 10YR3/4暗褐色土 砂粒多量、炭化物少量
2 10YR4/3に ぶい黄褐色土 砂粒多量、炭化物少量

暗褐色土少量
3 10YR4/4褐 色土 砂粒多量、炭化物多量、

暗褐色土少量
4 10YR5/6黄 褐色土 地山、砂粒多量
5 10YR4/6褐 色土 砂粒多量、暗褐色土少量
6 10YR3/3暗 褐色土 撹乱、配管溝
7 2 5YR4/6赤 褐色土 焼土
3 10YR3/4暗 褐色土 ビッ ト10
9 10YR3/4暗 褐色土 ピット13
10 10YR3/4暗 褐色土 ピット3
■ 10YR3/4暗 褐色土 ピット5
12 10YR3/3暗 褐色土 ピッ ト16

13 10YR4/4褐 色土

第10図  3号住居跡

主 4

〈v 
¬3
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F5982m

¶

3号住 炉
3号住 焼土

3号住 焼土

1 2 5VR4/6赤 褐色土 焼土3号住 炉
1 10YR3/4暗褐色土 砂粒多量、炭化物少量、焼土少昆

第11図  3号住炉・焼土
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5号住
1 10YR3/4暗褐色上 砂粒多量、褐色土少量、

炭化物少量
2 1側箪 /6褐色土 砂粒多量、炭化物少量、

暗褐色土やや多量
3 10YR4/4褐 色土 砂粒多量、炭化物少量
5 10YR5/4に ぶい黄褐色土 砂粒多量、

地山か ?
10YR5/6黄 褐色土 砂粒多量、地山
10椒4/6褐色土 砂粒多量、暗褐色土少量、

炭化物少量
10YR3/4暗 褐色土 ピッ ト3
10YR3/4暗 褐色土 ピット19

10YR3/4暗 褐色土 ピット12

10YR4/6褐 色土 炉
[OYR4/3に ぶい黄褐色土 ピッ ト8

６

７

　

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

C5980m C'

罰

第12図  5号住居跡
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岳螢̀ Om

5号住 1炉

5号住 炉
1.10YR4/0褐色上 砂粒多量、炭化物少畳、焼上少量
2.19YR3/3暗 衝色上

―秒粒多量、厳rヒ物少量、5mnローム粒少量

第13図  5号住炉
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田

】
6号住               …こ

1 10YR3/3暗褐色土 炭化物多量、黄褐色土粒少量、黒褐色土やや多量、
砂粒少量

2 10YR4/4褐 色土 黄褐色土多量、炭化物多量
3 10YR4/4褐 色土 炭化物やや多量、暗褐色土少量、砂粒少量
4 10YR4/6褐 色土 炭化物多量、砂粒少量
5 10YR4/3に ぶい褐色土 暗褐色土少量、炭化物少量、砂粒少量
6 10VR4/3褐 色土
7 10YR5/6黄 褐色土
8 10YR5/6黄 褐色土 撹乱
9 10YR3/3暗 褐色土 撹乱
10 10YR4/4褐 色土 炭化物少量、黄褐色土泣少量
11 10YR4/4褐 色土 砂粒少量
12 10YR2/3黒 褐色土 炭化物多畳、黄掲色土粒やや多量
13 10YR3/3暗 褐色土 黄褐色土粒やや多量
14 10YR3/4暗 褐色土 褐色土多量
15 10YR4/3暗 褐色土 黄褐色土粒やや多量
16 10YR4/3に ぶい黄褐色土 黄褐色土多量、暗褐色土少量で斑状に混ざる
17 10YR4/3に ぶい黄褐色土
18 10報 3/4暗褐色土 炉
19 10YR3/4暗 褐色土 ピッ ト4
20 10YR3/4暗 褐色土 ピッ ト6

6号住 炉

A5970m

1

6号住 ピット9

-の半

6号住 炉
1 10YR3/4暗褐色土 炭化物やや多量、褐色土やや多量、砂粒少量
2 10YR4/4褐 色土 炭化物少量、暗褐色土やや多量

第14図  6号住居跡

As96 4n
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ぐ◎

7号住 炉

A597

7号住 炉
1 10YR3/4暗褐色土 炭化物多量、砂粒やや多量、褐色土少量
2 10YR2/1黒 色土 炭化物極めて多量
3 10YR4/4褐 色土 炭化物やや多量、暗褐色土やや多量、砂粒少量

＼.手゛

＼・t/'

つ

E'

m

第15図  7・ 8・ H号住居跡
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11 10YR5/4に ぶい黄褐色土 砂による埋土層
12 10YR3/4暗 褐色土 砂粒多量、炭化物少量、褐色土やや多量、 しま りあり
13 10YR4/4褐 色土 砂粒やや多量、炭化物少量、暗褐色土多量
14 10YR3/2黒 褐色土 砂粒やや多量、褐色土やや多量
15 10YR3/4暗 褐色土 砂粒やや多量、炭化物少量
16 10YR4/4褐 色土 砂粒やや少量、炭化物少量、暗褐色土少量
17 10YR4/6褐 色土 砂粒やや多量
18 10YR4/6褐 色土 砂粒少量、炭化物少量
19 10YR4/3に ぶい黄褐色土 砂粒少量、炭化物少量、暗褐色土少量
20 10YR4/6褐 色土 砂粒やや多量、炭化物少量、黄褐色土多量
21 10YR4/6褐 色土 砂粒やや多量、炭化物少量、暗褐色土少量
22 10YR4/3に ぶい黄褐色土 砂粒少量、炭化物少量
23 10YR4/3に ぶい黄褐色土 砂粒やや多量、炭化物少量、灰褐色土少量
24 10YR4/6褐 色土 砂粒やや多量、炭化物少量、暗褐色土やや多量
25 10YR4/4褐 色土 砂粒少量、炭化物少量

F598 2m                       F'

8号住
1 10YR2/3暗褐色土 砂粒少量、炭化物少量、褐色土やや多量
2 10YR4/3暗 褐色土 砂粒少量、炭化物少量、黒褐色土少量、褐色土少量
3 10YR4/4褐 色土 砂粒少量、炭化物少量、暗褐色土やや多量
4 10YR4/6褐 色土 砂粒少量、暗褐色土少量
5 10YR3/4暗 褐色土 ピッ ト2
6 10YR3/4暗 褐色土 ピッ ト6
7 10YR4/4褐 色土 撹乱

26 10YR4/3に ぶい黄褐色± 15層 より暗い、砂粒やや多量、炭化物少量、褐色土少量

27 10YR5/4に ぶい黄褐色土
28 10YR4/4褐 色土 撹乱

7号住

砂粒やや多量、暗褐色土少量

D'

1 10YR3/3暗 褐色土 砂粒多量、暗褐色土少量、撹乱
2 10YR3/4暗 褐色土 褐色土やや多量、砂粒少量、炭化物少量
3 10YR2/3暗 褐色土 撹乱、配管溝
4 10YR4/3に ぶい黄褐色土 炭化物やや多量、黄褐色土少量、暗褐色土少量
5 10YR3/4暗 褐色土 炭化物少量、砂粒やや多量、焼土粒少量、褐色土少量
6 10YR4/4褐 色土 炭化物少量、暗褐色土多量、砂粒少量
7 10YR5/6黄 褐色土 暗褐色多量、褐色土少量、砂粒少量
8 10YR4/4褐 色土 炭化物少量、黄褐色土やや多量、砂粒少量

B5078m

7号住
1 10YR3/4暗 褐色土
2 10YR3/3暗 褐色土 砂粒少量、褐色土少量
3 10YR3/2黒 褐色土 砂粒少量、炭化物少量、褐色土やや 多量
4 10YR3/4褐 色土 砂粒少量、黒褐色土少量
5 10YR4/4暗 褐色土 暗褐色土、砂粒少量
6 10YR3/4暗 褐色土 砂粒やや多量、炭化物少量、褐色土やや多量
7 10YR4/4褐 色土 砂粒少量
8 10YR4/6褐 色土 黄褐色土少量、褐色土少量
9 10VR4/6褐 色土 暗褐色土少量、黄褐色土多量
10 10YR4/3に ぶい黄褐色土 砂粒やや多量
H 10YR5/4に ぶい黄褐色土 砂粒少量

E5078m

1

2
3

4
5

6
7

8

9
10

11

12

13

14

E'C5975m

D5975m

}住・ 刊号竪穴
10YR2/2黒 褐色土 暗褐色土少量、砂粒少量
10YR2/3黒 褐色土 砂粒少量、黄褐色土少量
10YR2/1黒 褐色土 暗褐色土少量
10YR3/3暗 褐色土 砂粒やや多量、炭化物少量、黄褐色土粒少量
10VR3/4暗 褐色土 黄褐色土少量、砂粒少量
10YR4/3に ぶい黄褐色土 黄褐色土多量、炭化物少量、砂粒少量
10YR3/4暗 褐色土 黄掲色土多量、秒粒やや多量、炭化物少量
10YR3/4暗 褐色土 黄褐色土少量、炭化物少量、砂粒少量
10YR4/4褐 色土 砂粒やや多量、炭化物少量
10YR4/6褐 色土 砂粒多量、暗褐色土少量、炭化物少量
10YR5/4に ぶい黄褐色土 秒粒やや多量、炭化物少量、暗褐色土少量
10YR3/4暗 褐色土 ビッ ト2
10YR4/6褐 色土 砂粒多量、炭化物少量
10YR5/6黄 褐色土 砂粒多量

11号住・ 1号溝
1 10YR1 7/1黒色土 暗褐色土やや多量、黄褐色土粒少量
2 10YR2/2黒 褐色土 暗褐色土少量、黄褐色土粒少量、砂粒少量
3 10YR2/3黒 褐色土 暗褐色土少量、褐色土やや多量、砂粒やや多量
4 10yR3/3暗 褐色土 褐色土多量、黄褐色土多量、炭化物少量
5 10YR3/4暗 掲色土 黄褐色土多量、炭化物やや多量、砂粒少量
6 10YR4/4褐 色土 黄褐色土少量
7 10VR4/4褐 色土 暗褐色土少量、炭化物少量、砂粒少量
8 10YR4/4褐 色土 暗褐色土少量、砂粒やや多量、炭化物少量
9 10YR5/6黄 褐色土 褐色土少量
10 10YR4/6褐 色土 砂粒やや多量

」 5980m

・ 8・ 11号住居跡②
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9号住
1 10YR2/1黒色土 暗褐色土多畳
2 10YR3/2黒色土 砂粒少量、焼土少量
3 10YR3/4暗褐色土 砂粒少量、褐色土少量、

炭化物少量
4 10YR4/6褐 色土 砂粒少量、炭化物少量、

黄褐色土多量、暗掲色土少量
5 10YR4/6暗褐色土 砂粒少量、

暗褐色土やや多量
6 10YR3/4暗 褐色土 砂粒やや多量、

炭化物少量、褐色土少量
7 101R3/3暗褐色土 砂粒少量、

炭化物やや多量、褐色土多量
8 10YR4/4褐 色土 砂粒やや多量、

暗褐色土やや多量、黒褐色土少量
9 10YR4/6褐 色土 砂粒やや多量、

黒褐色土少量
10 10YR3/2褐 色土 撹乱
11 10YR5/6黄 褐色土 砂粒多量、地山
12 10YR5/6黄 褐色土 砂粒やや多量、地山
13 10YR3/4暗 褐色土 砂粒少量、褐色土多量、

黒褐色土少量
10YR3/3暗褐色上 褐色土多量、撹乱
10YR5/6暗褐色上 褐色土やや多量、

炭化物少量
10YR5/6黄褐色土 褐色土少量
10YR4/6褐色土 暗褐色土少量
10YR3/4暗褐色土 黄褐色土やや多量、

炭化物少量、褐色土少畳
10VR4/4褐色土 砂粒少量 炭イヒ物やや多量

暗褐色土少量
10YR4/4褐色土 砂粒やや多量、炭化物少量
10YR4/6褐色土 砂粒多量、暗褐色土少量
10YR4/3にぶい黄褐色土 砂粒多量、

黄褐色ローム粒少量

9号住 炉

A

A5983m

口
Ｂ
∞
ｇ

D5980m

第17図  9号住居跡

9号住 埋甕
1 10YR4/4褐 色土 砂粒多量
2 10YR4/6褐 色土 砂粒やや多量

-0・
59,9m

〆〆

A5980m

9号住 炉
1 10YR3/4暗 褐色土 黄褐色土やや多量、炭化物少量、褐色土少量
2 10YR4/4褐 色土 砂粒少量 炭化物やや多量 暗褐色土少量
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9号住 ピット刊口

愁
『
ｇ

A5978m

9号住 ピット刊

1 10YR4/4褐色土 砂粒やや多量、炭化物少量
2 10YR4/6褐 色土 砂粒多量、暗褐色土少量
3 10YR4/3に ぶい黄褐色土 砂粒多量、黄褐色 ローム粒少量

田

Ｂ
∞
ｇ

乱

・力
　
　
鵡

/〆

第18図  9号住ピット1、 10号住居跡

¶

A597,m
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5

6
7

8

9
10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

10号住
1 10YR4/4褐 色上 暗褐色土多量、炭化物少量
2 10YR3/3暗 褐色土 褐色土少量、黒褐色土少量、

炭化物少量
3 10YR3/4暗 褐色土 褐色土やや多量、

黒褐色土多量
4 10YR3/2黒 褐色土 褐色土少量、炭化物やや多量、

焼土粒やや多量
10YR3/8暗 褐色土 炭化物やや多量、

焼土粒やや多量、黒褐色土少量
10YR4/4褐 色土 暗褐色土少量
10YR2/2黒 褐色土 暗褐色土やや多量、

炭化物少量、焼土粒やや多量
10YR3/4暗 掲色土 黒褐色土少量、黄褐色土少量、

炭化物少量
10YR4/3に ぶい黄褐色土
10VR3/4暗 褐色土 炭化物やや多量、

黄褐色土多量
10YR3/3暗 褐色土 褐色土多量、焼土粒少量、

炭化物やや多量
10YR2/2黒 褐色土 暗褐色土多量、炭化物多量、

焼土粒少量
10YR2/2黒 褐色土 暗褐色土少量、

炭化物やや多量、焼土粒少量
10YR4/6褐 色土 暗褐色土少量
10YR3/2黒 褐色土 暗褐色土やや多量、撹乱
10YR3/3暗 褐色土 撹乱
10YR4/6褐 色土 暗褐色土少量
10YR2/2黒 褐色土 炭化物多量、

焼土粒やや多量、暗褐色土やや多量
10VR3/3暗 褐色土
10靴3/4暗褐色土 焼土粒少量
10YR2/3黒 褐色土 黄褐色上、

暗褐色土やや少量、炭化物少量

10号住 炉

A5971m

C597,m

D5077m

E5977m

第19図  10号住炉・ピット1

E'

10号住 ピット呵・

10号住 ピット1,2
1 10YR3/3暗 褐色土 褐色土少量、暗褐色土やや多量、砂粒少量
2 10YR3/3暗 褐色土 褐色土少量、炭化物少量
3 10YR4/6褐 色土 炭化物少量、黄褐色土粒やや多量
4 10YR4/4褐 色土 炭化物少量
5 10YR4/4褐 色土 暗褐色土やや多量 黄褐色土少量
6 10YR3/3暗 褐色土 炭化物やや多量 褐色土少量
7 10YR3/4暗 褐色土 炭化物多量 黄掲色土少量
8 10YR4/7褐 色土 炭化物少量 黄褐色土粒少量
9 10YR3/3暗 褐色土 炭化物多量 ☆褐色土粒やや多量
10 10YR4/6褐 色土 暗褐色土多量 黄褐色土粒多量
H 10YR4/3に ぶい黄褐色土 炭化物少量 黄褐色土粒少量

。2

F5977m

茫
＼
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1号堅穴状遺構

7号住P4

田

留
刊
ゴ メ〆

2号土坑他

2号土坑
1 10YR74褐 色土 砂粒子多量、炭化物少量、黄褐色土粒少量、やや しま りあ り

刊号土坑
1 10YR3/4暗 褐色土 褐色土多量、砂粒多量、やや しま りな し

7号土坑

598 3m

7号土坑
1 10YR3/4暗 褐色土 砂粒多量、炭化物少量、褐色土少量
2 10YR4/6褐 色土 砂粒多量、炭化物少量
3 10YR5/6黄 褐色土

第20図  1号竪穴状遺構、 1

1号土坑
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8・ 9・ 22号土坑

B5986m

A5985m

1 10YR3/2暗 褐色土 砂粒やや多量、炭化物少量
2 10YR4/4褐 色土 砂粒やや多量、炭化物少量
3 10YR3/4砂 粒多量 炭化物少量、黒褐色土少量、褐色土やや多量

11号土坑・ 7号 ピット

第21図  8・ 9・ ■・ 13・ 16・ 17・

16号土坑

596 0m

16号土坑
1 10YR3/4暗 褐色土 黒褐色土多量、黄褐色土やや多量、

砂粒やや多量

A'

遺物包含層

確認面

6044    .

597 9m

A区基本層序

598 0m

|

2

3

4

5

A区基本層序 (西壁)

1 10YR4/2灰 黄褐色土 表土
2 10YR4/3に ぶい黄褐色土 砂粒多量、炭化物少量、耕作土

3 10YR3/3暗 褐色土 砂粒多量、炭化物少量、褐色土少量

4 10YR4/4褐 色土 砂粒多量、暗褐色土少量
5 10YR5/6黄 褐色土 砂粒多量、褐色土少量、地山

罰

19・ 22号土坑、A区基本層序

17号土坑
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遺構名 長 軸 (cm) 短軸 (cm) 深 さ (clu) 備 考

1号土坑 138 0 107 4 87 俺文土器

2号土坑 137 7 102 5 43 2 縄 文土器・石器

5号土坑 777 (645) 84 縄 文土器

6号土坑 727 (323) 108
7号土坑 964 72 0 250 縄 文土器・石器

8号土坑 60 9 44 6 14 判

9号土坑 153 7 129 7 153
10号土坑 717 49 2 29 3

11号土坑 84 0 80 0 25 1 縄 文上器

12号土坑 555 489 136
8号土坑 782 698 20 4

5号土坑 920 97 0 17 0 縄文土器

6号土坑 102 2 83 3 250 縄文土器・石器

号土坑 93 7 81 7 180 縄文土器

8号上坑 84 2 (822) 11

9号土坑 65 8 648 170
20号土坑 718 689 412 饉文土器

21号土坑 657 (498) 155
22号 土抗 1064 91 1 25 5

23号 土坑 142 1 140 7 152
24号 土坑 81 4 719
1号 ピッ ト 64 6 580 97

2号 ピット 68 0 574 2

3号 ピット (803) 49 8 5

4号ビット 404 31 5 9

5号 ピ ッ ト 602 86 7 2

6号 ピット (307) 3

7号 ピッ ト 516 45 3 9

8号 ピッ ト 356 330 7

9号 ピット 40 7 355 873
10号 ピッ ト 32 3 27 6 196

※ 3・ 4・ 14号土坑は撹乱 と判断 したため欠呑

第 2表 土坑・ ピッ ト・住居内ピン ト~覧表
遺構名 ピ ッ 卜NO 長軸 (cm) 短軸 (cむ ) 深さ (cⅢ ) 備   考

4号住

ピット1 35 ι 350 主柱穴

ビット2 (246) 26 2

ピット3 35 , (159)

5号住

ピットユ 68 1 62 を 46 7 柱 六

ピット2 46 ι 37 1 39 7 主柱穴

ピット3 50 ( 50 〔 218
ピット4 714 62 〔 507 柱 穴

ピット5 574 50 7 618 主柱穴

ビット6 77 66 8 652 主穴

ピット7 53 2 535 主柱穴

ピット8 62 1 56 〔 54 3 主穴

ピット9 568 389 579 主穴

ビット10 52 ] 332 545 主穴

ビット 43 3 364 165
ピット 2 56 1 56 1 46 7 主穴

ピット 3 55 2 413 45 1 主柱久

ピット 59 1 (484) 460 建穴

ピット 5 567 53 4 427 柱 穴

ピット 6 569 49 7 71 1 主柱六

ピット 52 5 329 47 6 柱 穴

ピット 412 415 639 主柱 穴

ピット 318 29 3 364

6号住

ピット 631 44 9 512 主柱穴

ピット 52 8 416 57 1 主柱穴

ピット3 63 0 439 57 4 主柱穴

ピット4 466 436 558 主柱 穴

ピット5 603 55 0 672 主柱穴

ピット6 615 511 46 0

ピント7 67 3 655 65 9 庁蔵 穴 ?

どット8 54 1 (539) 402
ピット9 454 31 2 190

7号住

ピット1 776 59 1 31 9

ピット2 50 3 45 6 46 3 主柱 ズ

ピット3 46 7 382 47 1 主柱 久

ピット4 687 54 8 688 主柱穴

ピット5 (36 3) 41 5 23 4

8号住

ピット1 689 58 3 48 1 主柱穴

ピット2 564 52 7 174
ピット3 343 27 9 110
ピット4 (329) 54 4

ピット5 605 (275) 46 9 主柱穴

ピット6 62 4 (206) 96

ピット7 51 3 (220) 396 主柱 穴

9号住

ピット1 88 2 345 85 9 貯蔵 穴 ?

ピット2 47 6 38 0 372 主柱穴

ピット3 572 44 6 主柱穴

ピット4 43 1 413 主柱 穴

ピット5 35 3 303 53 ( 主柱 穴

ピット6 (491) 44 9 12 〔

ピット7 (426) 376 13 (

ピット8 (422) 11

10号 住

ピット1 84 4 76 〔 733 主柱 穴 (古 )

ピット2 50 〔 58 J 主柱穴

ピット3 1) 66 4 42 8

ピット4 76 ( 606 553 主柱穴 (古 )

ピット5 644 456 主柱穴 (古 )

ピット6 42 8 333 47 0 主柱穴

ピット7 517 52 8 76

ビット8 497 520 53 4 主柱 穴

ピット9 43 1 429 14 均

ピット10 (415) 54 0 主柱六

ピ ッ ト 11 506 508 主柱穴 (古 )

ピット12 40 1 322 149
ピ ッ ト 13 52 3 412 480 主 柱 穴

ピ ッ ト 14 684 591 43 0 主柱穴 (古 )

ピ ッ ト 582 458 54 0 主柱久

ピット16 44 0 374 207
ピット17 379 33 2 140

11号住

ピット1 560 49 9 67 0 主柱穴

ピット2 566 48 1 65 7 主柱穴

ピット3 65 6 540 650 主柱穴

遺構名 ピントh10 長 軸 (cm) 短軸 (cm) 深 さ (cnI) 備   考

1号住

ピット1 58 2 46 9 809 フラスコ状ピット

ピット2 73 2 63 4 69 2 フラスコ状ピット

ピット3 519 49 5 90 3 フラスコ状ピット

ピット4 833 (316) 77 8 主柱 穴 ?

ピット5 48 1 32 8 296 主 柱 久

ピット6 32 1 277 353
ピット7 1) 482 187
ピット8 46 0 39 2 55 2

ピット9 57 7 33 9 84 6 主柱穴

ピット10 244 17 3 151
ピ ッ ト 11 252 (166)

ピ ッ ト 12 100 0 79 3

2号住

ピット1 550 52 7 55 1 主柱穴

ピット2 57 1 主柱穴

ピット3 37 2 34 7 51 主柱穴

ピット4 52 0 40 を 主柱穴

ピント5 435 50 3 33 〔貯蔵穴 ?

ピット6 426 37 3 32

ビット7 36 7 36 筵 211 埋甕埋設か ?

ピット8 38 2 23 3 135
ピット9 257 91

3号住

ピット1 (959) 825 684 仔蔵 穴 ?

ピット2 (674) 539 432 主柱穴 (古 )

ピット3 61 4 695 主柱 穴

ビット4 61 52 1 61 0 主柱 穴

ピット5 52 〔 42 5 647 主柱穴

ビット6 112( 70 5 545 庁蔵 穴 ?

ピット7 77 ] 682 72 5 主柱穴

ピット8 79 2 609 65 6 主柱穴

ピット9 (487) 45 7 49 8

ピ ッ ト 114 1 63 6 757 主柱久

ピ ッ ト 11 (804) 636 445 主柱 穴 (古 )

ピット12 (396) 278 11 0

ピット13 74 6 496 59 3 主柱穴 (古 )

ピット14 2919 25 1 127
ピット15 23 8 203 136
ピット16 980 849 662
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5 石 器                      水晶の裂片、粗製石器 として石匙、大形剥片、打製石斧、

・はじめに                     磨製石斧、石皿などである。

大久保遺跡出土石器の資料整理を行つた成果を報告   20は 大形剥片である。これ 自体削器のような道具 と

する。環状集落を形成する住居群は、井戸尻式期末から  して機能 していたかもしれない。

曽利 Ⅱ式期までである。分析 としては次の 3点 を中心に  蛇紋岩製の磨製石斧の刃部断片が出土している。

検討を加える。                     縁 と掃き出 し口をもつ大形の石皿が出土 している。

1.各竪穴住居出土資料を中心に検討する。

2.代表的な個別器種についての検討する。      2)曽 利式期

3.土器型式に差がみ られるので、各時期における  a 3号 住

石器組成に差があるか確認する。            曽利 I式期である。

出土石器 としては、黒曜石製石鏃未製品、使用痕剥

・属性について                   片などの石器類、石英・水晶・黒曜石削器、粗製石器 と

石器所見を記述するに当た り、属性表の基準につい   して削器類、打製石斧、磨製石斧、礫石器類である。

て記述する。                      26は 粗製の素刃削器である。

1)石材 :肉 眼で石材を鑑定 し、記載 した。        打製石斧の中に、側面折取 り資料がある。片刃石斧

2)刃部属性 :刃 部の状態を示す属性で、加工技術を主  に近い形態 (鈴木 1995)で ある。土擦痕をもつ打製石

に示す。石核の場合の刃部力日工は剥片剥離作業の目的的  斧はない。

剥片の剥離技術を示す。                 31は 緑色凝灰岩の磨製石斧の刃部断片である。

3)形態加工 :素材の厚みや大きく切 り取る加工を記載   敲石、台石、凹石などがある。縁 ≧掃き出し口をも

した。本遺跡では主に直接打撃の加工である。      つ中形石皿がある。浅い磨面に敲打痕が無数にある。

上記属性の記号やその規準は、角張 (1998、 2000、   b.5号 住

02、 03、 07ab)、 竹岡 (1989)や高橋 (2008c)を参考と  曽利 I式期である。

した。                         出土石器 としては、石鏃、石匙、削器類、打製石斧、

器種記号は第 6表に記 した通 りである。        礫石器類、自然礫である。比較的まとまつた石器が出土

文章中の番号は図番号である。未図化資料を文中で   している。

個別に記載することはないが、未図化石器の個別番号は   チャー トや黒曜石製石鏃の他に、黒曜石製両極石器、

属性表の管理通番である。               石核や剥片類が比較的多く出土している。未図イ監の剥片

であるが神津島産黒曜石が確認 されている。

・石器所見                       39は 粗製の砂岩製大形石匙で、不明瞭な摘み部があ

(1)住居出土                    る。

1)井戸尻式期                     削器類、側面折取 りの三角形形態の削器。横長剥片

a.6号 住                      を用いた削器など。鋸歯縁をもつもの、素刃などある。

出土石器 としては、精製石器の黒曜石製削器、使用  下記に詳述す る。

痕剥片、剥片、石核などの石器類、水晶製剥片、粗製石   打製石斧は土擦痕をもつもの、ないものがある。54

器 として削器、石錐、削器類、打製石斧、磨製石斧、礫  55は基部が少 し快れてお り、装着部を意図 して製作 さ

石器類、自然礫である。                れている。

7は粗製の大形石錐である。              敲石は卵形や棒状の礫の長軸端に敲打痕がみ られる。

打製石斧は、土爆痕のような明瞭な使用痕は確認 さ   敲石・凹石は表裏に凹み、端部に敲打痕を残す。65

れていない。                     は極端な凹み痕を各面に残 している。また 67は回転穿

14は小形の磨製石斧である。右面は研磨で角を形成  孔で凹みが形成 されている。

している。                       不明瞭な縁 と掃き出し口をもつ大形石皿や、その断

礫石器 としては敲石・凹石、台石などある。      片資料がある。磨面に敲打痕がみられる。

b.11号住                      自然礫がある。特に使用痕は残 されていないが、礫

出土石器 としては、黒曜石製の両極石器、剥片、石核、 石器の素材であろう。
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c 10号住                      口のあるものと、縁のなく、磨面に敲打をもつ ものの 2

曽利 I式期である。                 種類がある。ただしこれに対になるような磨面をもつ磨

出土石器 としては、黒曜石製石鏃、使用痕剥片、黒   石類の出土はない。

曜石製の石刃に近い縦形剥片などの剥片類、水晶製剥片、  また半割れ している自然礫がある。表面に作業をし

粗製石器 として削器類、打製石斧、磨製石斧、礫石器類、 たような痕跡はみられない。

自然礫である。                    g.9号 住

88は 、自然面を残 し、周囲を加工しているが、器種    曽利 Ⅱ式期である。

は不明である。                     黒曜石製石器、石匙、削器類、打製石斧、礫石器類

磨製石斧は、刃部が右肩上が りに偏つてお り、スス  が出上 している。

のような黒色の付着物がみ られる。磨製石斧素材のま1片   不明瞭な加工の粗製縦形石匙がある。

がある。                        使用痕剥片、打製石斧の素材をとる石核、凹石など

凹石類がある。表裏に 2個 1対の、小さな孔の集合   がある。

の凹みがみ られる。                   磨製石斧から取 られた剥片がある。乳棒状磨製石斧

d.7号住                      であろうか。

曽利 I式期である。                  台石、自然礫がある。

出土石器 としては、黒曜石製石鏃、使用痕剥片、剥片、

チャー ト、石英や水晶製の石核・石核ブランク、粗製石  3)時 期不明

器 として削器類、打製石斧、磨製石斧基部断片資料、礫  a.4号 住

石器類、自然礫である。                 黒曜石製石鏃未製品や打製石斧などが出土 している。

打製石斧は土擦痕をもつもの、ないものがある。大   b 8号 住

形の打製石斧 104が ある。                削器類、撰石器などが出土している。未図化であるが、

棒状敲石は、長軸端部に敲打痕、扁平礫の敲石は側   黒曜石製剥片類もまとまって出土 している。

面に敲打痕がみられる。凹石は表裏に 2個 1姑の、小 さ

な孔の集合の凹みがみ られる。            (2)土 坑・溝 。その他

e.1号 住                       2号 土坑から石皿断片 2ッ点が出土 した。

曽利 I～ Ⅱ式期である。                6号 土坑から閃緑岩製の礫が出土した。土器の混和

黒曜石製石鏃、水晶製石鏃や黒曜石製使用痕剥片、水  剤 として利用されたのであろうか。

晶製両極石器、水晶塊、チャー ト製石核、粗製では使用   7号 土坑から黒曜石製の剥片が出土 した。

痕剥片、削器、打製石斧、円盤状石器、敲石、台石など  16号 土坑から打製石斧が出土 した。

が出土 している。                     l号 溝から打製石斧 と凹石が出土 した。

127の 大形剥片は加工などないが、これ 自体が大きな   1号 竪穴状遺構 。試掘坑から打製石斧などの素材を

削器のような用途を持っていた可能性もある。      とる石核、大形礫石器の断片資料が出土 している。

132は円盤状石器である。

回転穿孔と小孔集中の凹みをもつ台石が 2点出土 し  (3)遺 構外

ている。                      1)A区
f。 2号住                       黒曜石製石鏃、削器、粗製削器、打製石斧が出土 し

曽利 Ⅱ式期である。                 ている。

削器類、打製石斧、磨製石斧断片、礫石器類が出±   2)B区
している。未図化であるが、鋸歯状刃部をもつ削器が 2  黒曜石製石鏃などの石器類、粗製削器、打製石斧、礫

点出土している。黒曜石製剥片類もまとまって出土 して  石器が出土 している。

いるが、製品はない。

打製石斧は刃部欠損資料が多い。            上記以外に打製石斧の素材を取る石核、礫石器断片、

蛇紋岩製磨製石斧の剥片資料が出土 した。       蛇紋岩製磨製石斧の断片、打製石斧などが出土 している。

敲石、凹石類が出土 している。石皿は縁 と掃き出し
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・考 察

(1)個別器種

1)削器

削器は形態的に安定 してお らず、剥片の打面部、も

しくは厚みのある部分をつぶ し、素刃を基本 とするもの

が多い。まれに HPに よつて鋸歯状に加工 してある。

a.背部を交互剥離で整形する削器

剥片の一端、特に打面側を正反 HDで加工 し、その反

射辺の鋭い縁辺に刃部をもつ削器。40が一番典型的な

例である(第 50図 )。 背側を HDで力日工している(写真 1・

2)。 背側を上か らみると交互剥離の様相を呈している

(写真 3)。 その反対辺には微小剥離痕がみ られる (写真

4・ 5)。 他の粗製石材では、82は その例であり、背部

を交互剥離で整形 し (写真 6)、 鋭い縁辺を刃都 ≧して

いる (写真 7)。 124・ 125な ども同様である。

193(第 51図 )は交互剥離でないが、背部を敲き潰

している (写真 11)。 その反対辺に微小剥離痕がみ られ

る (写真 12)。

b.背部を敲き折 り、三角形に成形する削器

承1片の 2側辺を敲き折 り、その間に挟まれた辺を刃

都 とする削器であ り、平面形態はおおむね三角形もしく

は扇形 となる。44が代表的な例である (第 52図 )。 両

側辺は折取 られ (写真 17。 18)、 下辺に微小剥離痕がみ

られる (写真 19・ 20)。 123は左辺を反方向から敲き折

り (写真 15)、 下辺に反方向の加工もしくは微小剥離痕

がみられる (写真 16)。 同種石器は、9・ 41・ 42・ 44・

104・ 198に み られる。 194は敲き折 り加工はないが、形

態が三角形であ り、素材の形態を生かしている。

その両辺にはさまれた弧状部分に、素刃もしくは、

41'194の ような HP/鋸歯の加工 (第 51図 )が みられる (写

真 13・ 14)。

下記の打製石斧の敲き折 り資料 ≧の区分が不明瞭に

なる。

c.背都加工がない

26・ 46・ 47は横長剥片の素材末端部に微小剥離痕が

みられる。46は不規則な剥離が背部にみられる(写真 9)

が、素材剥離開始部もみ られる (写真 8)。 刃部は反 HP

である (写真 10)

20。 127な どは加工がないが、素材形態を利用 したこ

れ自体が削器などとして機能 した可能性もある。

2)石匙

39。 161な どは一つの快 りで縦形石匙のように作 り出

している。 11号住出土は、外湾 した刃部をもち、摘み

とい うよりは柄のような部分を作 り出し、側辺を叩き潰

している。小形の精製石匙はない上に、粗製品において

も典型的な石匙はなく、このような形態の石匙 しかみら

れない点がこの遺跡の特徴の一つであろう。

3)打製石斧

井戸尻式・曽利 Ⅱ式以前なので、形態的には短冊形

と楼形である。打製石斧は両側辺を HDも しくは、HvD

で加工 している。後者はもつぱら薄い素材に対 して用い

られた と思われる。

打製石斧には刃部にみ られる土擦痕が一般的な使用

痕であるが、この遺跡出土の打製石斧には土療痕はほと

んどない。

5号住から土嫁痕がみられる打製石斧がまとまって

出土 した。54(第 53図 )は基部側を加工で少 し挟 り (写

真 26)、 柄部を明瞭に作 り出している。刃部は摩滅で

剥離稜などが磨 り減 り丸くなっている (写真 27・ 28・

29)。

104は厚手であり、下辺が潰れている (写真 25)。

13・ 29。 30な どは片刃石斧 (鈴木 1995)の範疇に近い。

29(第 53図 )は両側面を叩き折 りし (写真 22)、 左辺

は HD加 工し、稜線を叩き潰 している (写真 21)。 刃都

には力日工がなく微小剥離痕がみられる (写真 23・ 24)。

30は 刃部欠損 しているが、側面の加工から片刃状石斧

になると思われる。両側辺を敲き折る点では削器の bに

提示 した資料 との差がみ られない。この種の石器の分類

については今後の検討課題 とする。

曽利式期前半までの資料であり、それな りにま とま

つた数が出上 しているが、土擦痕の痕跡を有す るものは

少ない。 これは井戸尻式期でも同様である。土擦痕が増

加するのは曽利式期でも後半段階からの可能性がある。

また分銅形打製石斧の出土もない。

4)礫石器

磨石はなく、基本的に凹石である。

凹石・台石の凹みには 2種類ある。 1つは無数の孔

の集合によつて形成 されたもので、65(第 54図 )な ど

がその代表的な例である (写真 32・ 33・ 34)。 111の よ

うな 2個 1紺の孔 (写真 30)が 多い。

もう1つ は、回転穿孔によつて生 じた ≧思われ る、悟

り鉢状の孔で、67(写真 36)な どがその代表的な例で

ある。

台石類にもこの 2種類の孔が 1号住で確認 されてい

る (写真 31・ 35)。
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孔の形態が異なるので、その生成原因は異なること  参考文献

が考えられ、用途が異なっていたと思われる。なお、こ 伊藤公明 2005『 寺所第 2遺跡 I(石器編 )』 耳ヒ杜市埋蔵

れら石器に明瞭な磨面を残 している石器はない。           文化財調査報告 8

石皿については、縁と掃き出し口があるものと、平   角張淳-1998「石器研究についての感想」『東京考古』

な面を形成 している2種類ある。大形の掃き出し口付き       16 pp.135165
の石皿の機能面は、36(第 55図 )の ような無数の孔の      2000「 続・石器研究についての感想」『東京

ある平滑でない面 (写真 39)と 、24・ 157の ような平滑       考古』18 pp.4670

な面をもつものがある (写真 38・ 40。 41)。           2002「 石器研究の展望 」『利根川』23

縁なしには磨面と敲打痕跡がみられる (写真 37)。         pp l 14
大形石皿が出土しているが、これに対になるような      2003「 講義 2 角張淳一氏「剥片剥離技術の

磨石などは共伴していない。                    検討および石器実測図の評価 」(当 日配

布資料から )」『平成 14年度 愛知県埋

5)遠隔地石材 (黒曜石製石器・蛇紋岩製石斧)          蔵文化財センター年報』愛知県埋蔵文化

第 7表は、黒曜石製石器の遺構・地区ごとの石器組        財センター pp.7884

成である。黒曜石製石器自体、小形のものが多い上、両     2007a「石器の製作 」『考古学ハン ドブック』

極石器、親指先ほどの剥片などがほとんどである。製品       親書館 pp.104105

としても石鏃以外の器種はほとんどなく、小形石器に収     2007b「先土器時代石器技法論」『列島の考古

敏している。また出土剥片全体の量も極端に多いわけで       学 。渡辺誠先生古希記念論文集』

もない。北杜市大泉町の寺所第 2遺跡寺所地区などで、        pp.263-276
土坑から黒曜石の原石が一括で出土しているが、そのよ 鈴木次郎 1995「打製石斧J『縄文文化の研究 7道具 と

うな原石の出土例もない。                     技術』(第 2版 )雄山閣 pp.4859
全体に黒曜石の保有量は少ない傾向である。      竹岡俊樹 1989『石器研究法』言叢社

産地分析の結果では、多くは信州産である。神津島  高橋 哲 2003b「使用痕実験報告と使用痕研究の課題」

産も確認されている (附編参照)。                 『アルカ研究論集』 l pp.5459

黒曜石製石器以外の精製石材は、チャー ト・水晶 。      2008a「 使用痕分析からみた縄文石器の機能

石英であるが、製品としては石鏃があるぐらいで、点数        についての考察」『アルカ研究論集』 3

も少ない。                             株式会社アルカ pp.125
蛇紋岩製は井戸尻式期に 1点刃部断片が出土してい      2008b「 打製石斧による土掘 り実験報告」『ア

る。出土地,点 不明の 207が あるが、この遺跡の主体が井        ルカ研究論集』 3 株式会社アルカ

戸尻式期末から曽利Ⅱ式期までなら、この時期に帰属す        pp.5774
る資料 と思われる。小形品であり、製作剥片もないので、     2008c「 子甲圧剥離実験報告 ―ネガ面の研究 ―」

製品として遺跡に持ち込まれたと思われる。             『宮城考古学』10 pp.129144

藤森栄-1979『藤森栄一全集第 9巻 縄文農耕』学生社

(2)石器組成                                (文 責 爛アルカ 高橋 哲 )

住居跡出土の石器組成を検討 したが、基本的に大き

な差はない (第 8表 )。

小形の精製剥片石器は全体に少ない。

比較的まとまって出土しているのは、粗製の打製石

斧、削器類、礫石器類である。これらの 3つは上記で記

述した通 り、製作技術を含め大きな差はみられない。

よつて土器型式は井戸尻式から曽利 Ⅱ式まで複数の

時期にまたがっているが、石器組成など内容の点では大

きな差は認められないことが明らかになった。
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第37図  出土石器 (6号住 )
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第38図  出土石器 (H号住 。3号住 )
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第 5表 石器属性表

図番号
管理

通番

取上番 調査
進構 No

住居

内避

構

時期 器 種
器種

記号
形態加工

刃部属性 (作

業面属性 )

所  見
OB分

析番号
推定産地

長 さ

(mm)
幅 (m lll ナ軍さ(mm) 重電(0

B区 6号 住 井戸尻末 二次加工剥片 黒曜石 石鏃未製品 諏訪星ヶ台群

B区 6号住 井戸尻末 使用痕剥片 黒曜石 なし 諏訪星ヶ台群

6号住 ―括 井戸尻末 使用痕剥片 黒曜石 なし 両極石器素材 諏訪星ヶ台群

B区 6号住 井戸尻末 肖J器 黒曜 石 諏訪星ヶ台群

B区 6号住 井戸尻末 石核 黒曜石 なし
和日土屋橋西

群

B区 6号住 井戸尻末 黒曜石 諏訪星ヶ台群

B区 6号住 井戸尻末 石錐 ? 砂岩

B区 6号住 ―括 井戸尻末 使用痕剥片
左辺の加 工は、石核

の二次加工であろう。

6号住 井戸尻末 砂岩
叩 折

B区 6号住 井戸尻末

“

製石斧 砂岩 刃部欠損

6号住 井戸尻末 打製石倫 刃部久損

6号住 井戸尻末 打製石斧 上擦痕なし

B区 6号住 井戸尻末 打製石斧 砂岩
HD/「F折

上擦痕なし。片刃状

B区 6号住 井戸尻末 磨製石斧 緑色岩 定角式磨製石斧 ?

B区 0号住 井戸尻末 護石 砂岩 長軸端に敲打痕

6号住 芹戸尻末 凹石 十敲石 安山岩
端 部に敲打、正面 に

凹み

B区 6号住 井戸尻末 凹 石 安山岩 表裏に敲|]集 中痕

6号住 井戸尻末 自然礫 安山岩 作業された様相なし。

B区 11号住 井戸尻末 石匙
HvD/潰 じ

B区 11号住 井戸尻末 剥 片 なし
剥片を削器などに用い

ている?

1号住 井戸尻末 打製石斧 刃部久損

B区 11号住 井戸尻 末 打製石斧 刃部久損

B区 H号住 井戸尻末 磨製石斧

B区 n号住 井戸尻末 安山岩

深い磨面。掃き出し口

あり。敲打痕跡みられ

3号住 曽利 1 二次加工剥片 黒曜石 石鏃未製品 諏訪星ヶ台群

9号住 曽和J〕 肖J器

3号住 営利 〕 使用痕剥片 な し

3号住 曽利 〕
打 製 石 斧 ブ ラ

上擦痕なし。未製品か

3号 住 曽利 〕 打製石弁 ? 砂岩
HD/PΠ 折

土擦痕なし。片刃状

3号住 曽利 ] 打製石含
HP折

刃部久損 片刃状 ?

3号住 曽利 磨製石斧 緑色凝灰岩 刃部断片。被熱

3号住 装石 長軸端に敲打痕

A区 3号住 曽利 凹 石 安山岩 表裏に浅い蔵打痕

3号住 ―括 曽利 破石 砂岩 長軸端に敲打痕

3号住 曽利 蓑石 砂 岩 長軸端に蔵打痕

3号 住 曽利 】 安山岩
浅い掃 き出し口ある。

5号 住 営不JI 石鏃 基部久損

5号 住 曽利 〕 黒曜石 諏訪星夕台癬

5号 住 曽利 I 石匙 砂 岩

5号 住 曽不WI 頁岩
正 反 HD/

交互

5号住 曽利 1 11器 砂 岩 HP/鋸 歯

5号住 曽利 I 旨J器
叩 折

5号住 曽利 Чl器 砂岩

5号住 曽利 ЧJ器 砂岩 lDノ「F折

A区 5号住 曽利 素刃削器

A区 5号住 肯J器 砂岩 HP/鋸 歯

5号住 曽利 ЧJ器 砂岩 磁D/叩折

5号住 管利 打4k石斧 砂岩 上擦痕なし

A区 5号住 曽利 打製石斧 刃部久損

A区 5号住 打製石斧 ? 砂岩 上擦痕なし

5号住 曽利 打製石斧 砂岩 上擦痕有り

A区 5号住 曽利 I 打製石斧
土擦痕なし。あるいは

5号住 曽利 I 打製石含 土擦痕なし

5号 住 曽利 I 打興石斧 砂岩

土擦痕有り。加工で基

部を快り、柄部を意識

A区 5号 住 曽希!I 打製石斧
士擦痕有り?敲打で柄

部作り出している。

5号 住 曽不可I 打製石斧 刃部久損

5号 住 曽禾II 打製石斧 r/岩 土擦痕なし

A区 5号住 曽希!I 安山岩 長軸端に敲打痕
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図番号
理

番

督

通

取上番

号

調査

区
週構 No

住居

内進

構

器 種
器種

記号
形態カロエ

刃部属祉 (作

業面属性 )

所  見
OB分

析番号
推定産地

長さ

(mn
幅 (an) 厚さ(mm) 重ユ (3)

5号 住 曽不可I 花脇岩 長軸端に敲打痕

A区 5号住 奮利 I 砂 岩
扁平礫 素材。 莱材 長

軸端に敲打痕

A区 5号 住 曽不II 凝灰岩
棒状 礫素材。 素材 長

軸一端にf‐t打痕跡

A区 5号 住 曽不可I 凹石 +敲石 安山岩
表 裏 に敲 打 集 中痕。

下面に厳打

5号住 曽不可! Ц石 十敲石 安山岩
表 裏 に l.k打 集 中痕。

右面に敲打

5号 住 曽不可I 凝灰岩 表裏に浅い敲打痕

5号住 曽不可I 凹 石 安山岩
各面に深い敲打集中

痕。

5号住 炉 曽不可I 凹 石 砂岩
正面 にFI打。 土器 活

和剤 ?

5号住 曽禾JI 凹 石 凝灰岩
深 い凹み。 回転穿剤

か ?被熱

A区 5号 住 曽禾lI 凝灰 岩 ―著F烈〕離みられる。

A区 5号住 曽不可I 安山岩

浅 い掃 き出し口ある。

機 能 面 は 幾 分 平 滑。

敲打痕跡みられる。

レキ01 A区 5号住 曽不II 浅い掃き出し回ある。

A区 5号 住 曽禾!I 石皿 安山岩
断片。やや深い磨面。

磨面は敲打整形か

炉 03 5号往 曽禾JI 台 石 安 山岩 浅い敲打rjt跡 。

5号住 曽不可I 安山岩 浅い敲打痕跡。

レキ04 A区 5号住 曽利 I 自然礫 安山岩
作業された様 相なし。

一部久装

A区 5号 住 曽利 I 自然礫 安山岩 作業された様相なし。

5号住 自然礫 安山岩 作業された様相なし。

力百02 5号住 曽赤JI 自然礫 安山岩 作業された様相なし

10号住 ―括 曽オJI Ⅶ基鏃 黒曜石 諏訪星ヶ台群

B区 10号住 ―括 凹基鏃 黒曜石

B区 10号住 ―括 曽利 使用痕剥片 黒曜石 和国鷹山群

10号住 曽 利 縦長剥片 黒曜石 なし 諏訪星ヶ台群

10号住 曽利 I 素刃削器
十正反 HD

10号住 曽利 】 削器
正 反 HD/

交互

iO号住 曽不可 肖J器 正反 HD

10号住 曽不可 打製石斧 土擦痕なし

10号住 曽利 打製石斧 砂岩 土擦痕なし

10号住 曽利 モ 打製石斧 刃部欠損

10号住 曽禾1 二次加工剥片

10号住 曽禾J 剥 片 葉山岩 なし なし 磨製石斧から剥離

10号住 炉 磨製石弁 R色擁灰岩 刃部にスス付若

10号住 曽不可I 凹 石 仁山岩
表 築 に敲 打 集 中痕。

半割奮料

B区 10号住 曽利 I 凹石 え山岩 正面に蔽打集中痕.

10号住 曽不可I tf石 質山岩
表裏側面 に敲打集 中

痕 .

B区 7号住 曽禾JI Щ基鏃 黒曜石 諏訪星ヶ台群

7号住 曽禾Jl 吏用痕剥片 黒曜石 諏訪星ヶ台群

B区 7号住 曽不可I 二次加工剥片
打製石斧 削器の素

材か

7号住 曽禾lI 石核ブランク 水晶 なし なし

B区 7号 住 曽不可I 打製石斧 刃部欠損

B区 7号住 曽利 I 打製石斧 少岩 土擦 痕 有 り

B区 7号住 曽利 I 打製石斧 土擦痕なし

7号住 曽希!I 打製石斧 刃部欠損

B区 7号住 曽不可I 打製石斧
土擦痕な晩 柄部のみ

B区 7号住 曽禾可I 打製石斧 砂岩 土擦痕なし

7号 住 曽利 I 打製石斧 砂岩 刃部潰れ

曽利 I

打製石斧ブラ
刃部欠損 打製石斧などの断片

7号住 暮製石斧 禄色岩 HD)+P 刃部久損

7号住 荘灰岩 需部 lRI面 に敲打

7号住 砂岩 喘部 側面に敲打

7号住 蓑石 砂岩 長軸端に敲打痕

7号 住 曽不可1 改石
客状礫素材。 素材 長

期一端に敲打痕跡

7号 住 一括 曽不可I 凹 石 安山岩 表裏に敲打集中涙

7号住 曽利 I 自然礫 凝灰 岩 作業された様相なし。

l号柱 黒曜石 先th欠損 諏訪星ヶ台群

A区 1号住 一括 凹基鏃 水 品

A区 1号住 一括 二次カロエ剥オ 黒曜石 石鏃未製品か 諏訪星ヶ台群

A区 号住 曽利 使用痕剥片 黒曜石 な し 諏訪星ヶ台群
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図番号
管理

通番

取上番

号

調査

区
遺需 No

住居

内遺

構

時期 器 種
器種

記号
形 P_S加 エ

刃部属性 (作

業面属性 )

所  見
OB分

析番号
推定産 地

長 さ

(mm)
幅 (mn ,享さ(mm) 重量 (g)

号 住 曽利 使用痕剥片 黒 曜 石 諏 訪 星ヶ台群

A区 号住 曽利 使用痕剥片 黒曜石 なし 諏訪星ヶ台群

A区 号住 曽利 両極石器 水 晶

号住 水 晶 な し

A区 号住 石 核 チャート

A区 号住 茶刃削器 砂 岩

I号住 曽利 I～ コ 肖!器 砂 岩 HD/「 F折
HD 平  坦

引 P/鋸歯

1号住 曽利 I～ D 素刃削器 凝灰岩
正 反

交互

1号住
括

曽利 I～ Ⅱ 素刃削器
工 反 HD/

交互

A区 1号住 曽利 X～ Ц 剃器
HD/叩 折

A区 1号住
括

曽利 I～ Ⅱ 黄長剥片 なし

A区 号住 T製石斧 土擦痕なし

A区 号住 曽利 打製石斧 刃部久損

A区 号住 打製石劣 土擦痕なし

号住 打製石斧 土擦 痕 なし

A区 号住 曽不」 ¬盤状石器

1号住 曽利 I～ Ⅱ 凝灰岩
扁平礫 素材。 素材 IR

辺に蔽打痕跡

ユ号住 曽利 I～ Ⅱ 茨石 軽灰岩 長軸端に敲打痕

1号住 曽看」I～ H 砂 岩
扁平礫 素材。 素材和

辺に敲打痕跡

1号住 曽利 I～ Ⅱ 安山岩 表裏に浅い敲打痕

1号住 曽利 I～ Ⅱ 安 山岩
楽い凹み。 回転 穿孔

1号住 曽利 I～ Ⅱ 台石 安山岩 宋い凹み。

1号住 曽利 I～ Ⅱ 安山岩 安い敲打痕跡。

A区 2号住 曽利 H 肯1器
HD/「 Fサ

2号住 曽希lⅡ 土擦痕なし

2号住 曽不lⅡ 打製石弁 燒灰岩 土擦痕なし

A区 2号住 曽不可Ⅱ 打製石弁 土擦痕なし

2号住 曽不可Ⅱ 打製石斧 土擦痕なし

2号住 曽希」Ⅱ 打製石斧 刃部欠損

2号住 曽不可五
打製石斧ブラ 未製品。あるいは削器

A区 2号 住 曽禾」Ⅱ
打製石 斧ブラ

2号住 曽希JⅡ 欠損 副片断片。被熟

A区 2号住 曽不可Ⅱ 数石 少岩
小円礫 素材。 側 面 ほ

A区 2号住 曽不可Ⅱ 改石 花高岩
長軸端 に軽微 な敲打

痕

2号住 曽不可Ⅱ 花簡岩 正面に浅い敲打

A区 2号住 曽不可Ⅱ 装石 砂岩
長軸端 に軽微 な敲打

A区 2号住 曽不可H 」石 十歳石 花伺岩
表裏 に敲 打 集 中展。

下面に敲打

A区 2号住 曽和JⅡ 凹石 十敲石 緻 岩
表面 に浅 い 敲 打 痕。

下面の敲打

2号住 曽和J Il 凹 石 質山岩 表票に浅い歳打痕

A区 2号住 管利 Ⅱ 凹石 安山岩
表裏 に浅い敲 打集 中

虐

2号住 曽不1■ 安山岩 条い磨面。破損

炉 07 A区 2号住 炉 曽利 Ц 石 皿 安山岩
曳い敵 打痕。 幾分 平

身な磨面。

炉 04 A区 2号住 炉 曽不lⅡ 自然礫 要山岩
作業された様相なし。

管理通番 522と接合

2号住 管不可Ⅱ 雪理通番 521と接合 未計測 未計iR 未計 測

9号住 曽オ可Ⅱ 使用痕剥片 黒曜石 諏訪星ヶ台群

B区 9号住 曽不可H 石 匙 砂岩 なし
杉態は縦形石匙 に類

映している.

B区 9号住 曽禾J Il 使用痕剥片 なし

B区 9号 住 曽禾JⅡ 剥 片 黒色凝灰岩 なし 曽製石斧から到離

9号 住 曽不J Il 打製石斧 刃部久損

9号 住 曽禾JⅡ

“

製石斧 土擦 痕 なし

B区 9号住 曽不JⅡ 石 核 なし
T製石斧莱材をとる石

亥か

9号 住 曽禾」Ⅱ 安山岩 表裏に歳狂集中痕

B区 9号 住 炉 曽禾lⅡ 凹石 交山岩 正面中央に浅い凹み

B区 9号 住 炉 曽不可Ⅱ 自然礫 安山岩 乍業された様相な晩

9号住 曽不可Ⅱ 自然礫 安山岩 作業さ//様 相なし

9号住 曽禾JⅡ 自然礫 安 山岩 乍業された様相なし。

B区 9号 住 曽不可Ⅱ 台 石 安山岩 完い敲打痕跡。
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図番号
管理

通番

取上番

号

調 査
逮構 No

住居

内遺

構

時期 器 種
器種

記号
形態加工

刃部属性 (作

業面属性 )

所  見

OB分

析番号
推定 産 地

長さ

(mm)
幅 (nm) ,享さ(mm) 重ff(gl

B区 9号 住 曽赤‖Ⅱ 自然礫 安 山岩 作業された様相なし。

A区 4号住 一括 石 鏃 黒曜石 未製品 諏訪星ヶ台群

8号住 削器 な し

B区 3号 住 素刃削器
に 反 HD′

交互

B区 8号住 換し
打製石斧素材をとる石

核か

8号 住 安山岩 表裏に敲打集 中痕

7土 慎長剥片 黒曜 石 なし 諏 訪 星ヶ台群

16土 曽利 Il 砂岩 土擦痕なし

曽禾JI 安山岩

曽不可I 安山岩 深い磨面

A区 彼熱礫 凝灰岩

A区 6土 一括 自然礫 閃緑岩 上器の混和剤か ?

打製石斧 上擦痕なし

B区 1溝 凹 石 安山岩 表裏に深い凹み。

ユ蜃堅 石 核

灯製石斧素材をとる石

A区 析片

A区 Щ基鏃 黒曜石 和国鷹山群

Щ基鏃 黒IIE石 和国鷹山群

―括 肯1器 黒曜石 諏訪星ヶ台群

A区 使用痕剥片 黒曜石 なし 諏訪星ヶ台群

A区 素刃肖J器 砂岩

HD「F 〕庁

十日vD/潰

― 括 肖1器 砂岩
同vD+ 口,

折

A区 一括 打製石斧 上擦痕なし

B区 凹基鏃 貢岩

裂 狩 黒曜石 和国鷹山群

B区 肖J器 凝灰岩
HD/口‖折

B区 打製石斧 土擦痕なし

B区 打製石斧 土擦痕なし

打製石斧 ? 土擦痕なし

打製石斧

B区 打製石斧 土擦痕なし

石核 ? なし
打製石斧素材をとる石

核か

B区 交山岩
扁 平礫 素材。 素材長

軸一端に敲打痕跡

B区 安山岩
断片。敲打痕跡みられ

A区
定角式磨製石

斧
tHtt岩

刃部断片。壊されてい

打製石斧

1号住 曽利 I～ コ 使用痕剥片 黒曜石 諏訪星ヶ台群 未 計 渕 未計測

1号住 曽利 I～ コ 両極石器 黒曜石 諏訪星ヶ台群 未計濃 来計渕 未計測

1号住 曽利 I～ Ⅱ 両極石器 黒曜石 諏訪星ヶ台群 未計測 未計冽 未計測

1号住 一活 曽利 I～ Ⅱ 両極石器 黒曜石 諏訪星ヶ台群 未計測 未計TR 未計 測

A区 1号住 一括 曽不可I～ Ⅱ 両極剥片 黒 曜 石 なし 両極打撃 諏訪星ヶ台軒 未計莉 来計測

1号住 曽禾lI～ Ⅱ オ取石器 黒曜石 折 取 なし 諏訪星ヶ台群 未計汎 未計損 未計測

1号住 一 括 管利 I～ H 二次加工剥片 黒曜石
素材 剥離 開始部 に軒

圧剥離の細かな加工
諏訪星ヶ台群 未計涙I 未計涙 未計測

1号住 曽利 I～ Ⅱ 二次カロエ剥片
打製石斧  削器 の未

製品か
未計測 未計測

A区 1号住 曽禾1 石核 黒曜石 なし 和国鷹山群 未計測 未計韻 未計測

A区 I号 住 曽利 縦長剥片 黒曜石 なし なし 諏訪星ヶ台群 未計測 未計演| 未計測

`号

住 曽利 裂片 黒曜石 なし 縦長剥片 諏訪星ヶ台群 未計測 未計測 未 計冽

A区 1号住 曽利 裂 片 黒曜石 なし 諏訪星ヶ台群 未計 7Fl 未計顔1

A区 1号住 曽禾1 裂 片 黒曜石 なし 諏訪星ヶ台群 未計測 末計測 未計誤1

1号住 曽利 縦長剥舟 黒曜石 なし なし 和四鷹山群 未計測 未計測 末計測

1号住 一括 曽利 縦長剥片 黒曜石 な し 諏訪星ヶ台辞 未計測 未計測

1号住 一括 検長剥片 黒曜石 なし 諏訪星ヶ台群 未計測 未計汎

1号住 一括 縦長副片 黒曜石 諏訪星ヶ台群 未計渕 来計測 来計汎

1号住 一緒 曽利 縦長剥片 黒曜石 なし 諏訪星ヶ台群 未計測 未計測 未計測

1号住 一括 横長剥片 黒曜石 なし 諏訪星ヶ台群 未計渕 未計測 未計 fRl

i号住 ―括 曽利 縦長剥片 黒 曜石 なし 諏訪星ヶ台群 未計渕 来計測 未計測

A区 1号住 一括 曽利 縦長剥片 黒曜石 なし なし 諏訪星ヶ台群 来計削 未計測 未計測

1号住 一括 曽不可 黒曜石 なし 委し 諏訪星ヶ台群 未計激 未計測 未計測

1号住 一 括 曽利 縦長剥片 黒曜石 諏訪星ヶ台群 未計預 未計測 未計預1

A区 ユ号住 一 括 裂片 黒曜石 ユし 縦長剥片 諏 訪 星 夕台辞 未計根 未計抑 未計測

A区 1号住 裂升 刃部久損 未計沢 未計vH 未計測

1号住 曽オ! 裂方 未計沢 未計韻1
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図番号
管理

通番

取上者

号

調 査
遺構 No

住居

内遺

構

時期 器 種
器種

記号
形 態 加 工

刃部属性 (作

業面属性 )

所  見
析番号

推定産地
長 さ

(mm)
1届 (mm) 厚さ(mm) 重よ (g)

1号住 曽利 I～ Ⅱ 裂 片 砂岩 なし
狗製 石 分 削器の素

材か
未 計況 未 計 瀕1 来計測

1号住 曽利 I～ Ⅱ 剥 片 未計渕 未計測 未計測

1号住 曽利 I～ H 剥片 未計烈 未計測 未計 lR

1号住 曽利 1～ H 打製石斧断片 刃部久揆 未計淑 来計測 末計測

1号住 曽利 I～ Ⅱ
打製石斧ブラ

刃部久損 未計測 未計測 未計測

1号住 曽本‖ 打製石斧断片 刃部矢損 末計渕 米計測 未計測

号住 曽利 打製石斧 刃部欠損 未計測 来計測 末計測

1号住 曽利 打製石斧断片 砂岩 刃部久狽 末副渕 未計測

1号住 曽利 打製石斧断片 刃部欠損 未計瀾 来計測 未計測

1号住 曽利 打製石斧断片 刃部欠損 未計預 未計測 未計測

号住 曽利 打製石斧断片 未計測 未計測 未計測

号住 曽利 自然礫 ●/岩 棒状礫断片。叩石力、 未計測 未計測 ラ(言「】判

1号住 曽利 礫断片 安山岩 未計測 末計測 未計測

2号住 曽希lⅡ 肖J器 安山岩 ,P/鋸歯 未計測 未計測 未計測

2号住 曽禾可Ⅱ 削器 なし lP/鋸歯
縦折れ の縦長 剥片素

材
木 計測 来計測 未計測

2号住 曽不可H 使用痕剥片 黒曜 石 諏訪星ヶ台群 未計測 未計測 未計測

2号住 曽不可] 両極石器 黒曜石 諏訪星ヶ台群 未計測 未計測 未 計 測

2号住 曽禾lⅡ 両極石器 黒曜石 諏訪星ヶ台群 未計測 未計 ffl 未計測

2号住 曽禾lⅡ 両権石器 黒曜石 諏訪星ヶ台群 未計測 未計測 未計測

2号住 曽不可Ⅱ 二次加工剰片 黒曜石 諒訪星ヶ台群 未計測 未計測 未計測

2号住 曽不可コ 二次加工剥片 暴曜石 石鏃来製品 諏 訪 星ヶ台群

2号住 曽不可コ 剥 片 黒曜 石 なし な し
神滓島思馳島

群
未計測 未計iF 未計測

2号住 曽不可コ 剥 片 黒曜石 なし な し 諏訪星ヶ台群 来計測 未計瀬J

2号住 曽利 コ 剥 片 黒曜石 なし なし 諏訪星ヶ台群 未計測 未計諷 未計測

2号住 曽不可H 縦長剥片 黒曜 石 なし 諏訪星ヶ台群 未計測 未計韻 未計測

2号住 曽不Jコ 剥 片 黒曜石 なし なし 蓼r‐ I冷 山群 未計決 未 訂 瀬1

2号住 曽不可コ 縦長剥オ 黒曜石 なし なし 諏訪星夕台群 未計測 未計演 未計測

2号住 曽赤1コ 剥 片 黒曜 石 な し なし 諏訪星ヶ台群 未計測 未計涙 未計測

2号住 曽禾1コ 剥 片 黒曜石 なし 諏訪星ヶ台群 未計潔 未計漬 未計測

2号住 曽不可Ⅱ 裂 片 黒曜石 なし 諏訪星ヶ台群 未計預

2号住 曽不可Ⅱ 裂 片 黒曜石 なし 諏訪星ヶ台群 来計漑 未計瀕 未計測

2号住 曽禾」コ 縦長剥舟 黒曜 石 な し 諏訪星ヶ台群 未計灘 未計莉 未計測

2号住 曽不可Ⅱ 状長剥片 黒曜石 なし 諏訪星ヶ台群 未計灘 未計削 未計測

2号住 曽不可コ ■ll片 黒曜石 なし なし 諏訪星ヶ台群 未計渕 未計測

2号住 曽利 コ 裂 片 黒曜石 なし なし 諏訪星ヶ台群 未計測 未計削 未計測

2号住 ―猪 曽不可Д 裂片 黒曜 石 な し 諏訪星ヶ台群 末計測 未計削 未計測

2号住 曽千」H 打製石斧断片 刃部欠損 末計淑 未計涸 未計測

2号住 曽禾可H 打製石斧断片 刃部欠損 未計演 未計fR 未計測

2号住 打製石斧断片 刃部久損 末計瀕 未計淑 未計測

2号住 曽不JH 打製石斧断片 刃部久頻 未計測 未計淑 未計測

A区 2号 住 曽不JⅡ

'製
石斧断片 刃部久損 未計測 未副測 未副測

2号住 曽禾」Ⅱ 打製石斧断片 刃部欠損 未計測 未計 iRl 未計瀕1

3号 仁 曽利 I 削器
正 反 HD′

交互
未計測 未計測 未計測

A区 3号 住 曽不可I 肖1器
HDツ 叩 祈

な し 未計測 未計測 未計測

3号 住 曽不可I 使用痕剥片 黒曜石 諏訪星ヶ台群 未計測 未計測 未計 fal

8号住 曽禾JX 両極石器 黒曜石 諏訪星ヶ台群 未尉測 未計測 未計測

A区 3号住 曽禾可I 両極石器 ? 黒曜石 諏訪星ヶ台群 未計測 未計測 未計預1

A区 3号住 曽禾11 両極石器 黒曜石 諏訪星ヶ台群 未計測 未計測 未計測

3号住 曽禾Jl 両極石器 黒曜石 諏訪星ヶ台群 未計預J 未計 Ial 未計測

A区 3号住 曽禾JI 二次加工剥片 諺 砂岩 未計測 未計測 未計測

A区 3号住 曽不可I 石核 黒曜石 なし 諏訪星夕台群 未計測 未計測 未計測

3号 住 曽利 I 石英塊 石英 未計測 未計測 未 計測

3号住 曽不可I 剥 片 黒曜石 なし なし 諏訪星ヶ台群 未計測 来計測 未計測

A区 8号住 曽米11 縦長剥片 黒曜石 なし なし 諏訪星ヶ台群 未計測 未計測 未計測

A区 3号住 曽不可I 縦長剥片 黒曜石 諏訪星ヶ台離 未計測 未計灘 未計測

A区 3号住 曽不可I 従長剥片 黒曜石 なし 諏 訪 星 ヶ台群 未計測 未計涎

3号住 曽禾JI 黒曜石 とし なし 諏訪星ヶ台群 未計測 未計肌 未計漬

A区 3号住 曽禾JI 霊長剥片 黒曜石 なし な し 諏訪星夕台群 未計測 未計洲 未計潰

A区 3号住
括

曽禾」I 裂 片 黒曜石 なし 諏訪星ヶ台群 未計測 未計沢

A区 3号 l_ ― 括 曽示」I 能長剥片 黒曜石 Fし
神津島恩馳島

群
未計測 未計狽

A区 3号住 ― 括 曽利 ユ 饉長剥片 黒曜石 灸し なし 諏訪星ヶ台群 未計漁 未計測 未計渕

A区 3号住 ―括 曽利 I 剥狩 黒曜石 な し 諏訪星ヶ台群 未計沢 未計韻 未計渕

A区 3号住 一括 曽利 I 剥ll 黒曜石 ユし 諏訪星ヶ台群 未計涸

3号住 曽利 I 裂方 水 品 淡し なし 未計狽 未計測 未計涸

A区 3号住 曽不JI 裂片 なし
打製石介・削器の素

材か
来計損 未計測 未計浪
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図番号
管理

通番

取上番 調査

区
遺構 No

住居

内遺 器 種
器種

記号
石 材 形態加工

刃部属性 (作

髪面属性 )

所  見
OB分

析番号
推定産地 藤

ｍ
幅 (mm) ナ享さ(mm) 重量 (g)

3号住 曽和lI 裂片 砂 岩 なし な し
打製石分 削器の来

tlか
未計預 未計測 未計瀕

A区 3号住 曽利 I なし 打製石斧の素材 未計 fR 未計潰

3号住 曽不可I 打製石斧 上擦痕なし 未計測 未計測 未計潰

A区 9号住 曽利 I 打製石分断片 少岩 来計測 未ライlR 未計浪

A区 3号住 曽利 】 打製石斧断片 刃部欠損 未計濃

A区 3号住 曽利 I 打製石斧断片 砂岩 刃部火損 未計預J 末計測 未計測

3号住 曽不11 打製石斧断片 刃部久損 未計測 木計測 未計測

A区 3号住 曽不JI 打製石分 刃部欠損 未計測 未計測

A区 3号住 曽利 I 打製石介 刃部久損 未計測 末計測

3号住 曽利 ] 打製石斧 土擦痕なし 未計測 未計測 未計測

3号住 曽利 ] 打製石斧 ? 砂岩 な し 上僚痕なし 未言「測 未計測 未計測

3号住 曽利 1 打製石斧 ? 砂岩 刃部欠損 未計測 未計測

3号 住 曹不可I 安山岩 側面に敲打 未計測 未計測 未計測

3号住 曽利 I 安山岩 表裏に浅い敲,痕 未計測 未計測 末計測

A区 3号住 曽利 I Щ石 安山岩 表裏に浅い敲打痕 未計測 未計測 未計測

3号住 曽不可I 安 山岩 表裏に浅い敲打痕 未計測 未計測 未計測

4号住 一括 ,1器 黒曜石 諏訪星ヶ台群 未計測 未計測 未計測

4号住 一括 五極石器 黒曜石 諏訪星ヶ台群 未計測 未計瀕 未言‖測

A区 4号住 二次加工剥片
打製石 斧  削器 の未

未計測 未 計 lB 来計測

4号住 ―括 石核 黒曜石 諏訪星ヶ台RI 未計測 未計渕 未計 al

A区 4号住 ― 括 黒曜 石 諏訪星ヶ台群 未計測 未計渕 未 計 測

A区 4号住 裂 片 黒曜石 なし なし 木計測 未計涸 未計測

4号住 打製石斧 砂岩 刃部欠損 末計測 未計』 未計測

A区 4号住 凹石 安山岩 表裏に浅い敲打痕 未計汎 末計演

A区 5号住 曽不可I 黒曜石 未製品 諏訪星ヶ台群 未計測 未計狽 未計測

5号住 曽不可I 肖1器
HD/叩 折

未計測 未計根 未計汎

A区 5号住 素刃削器 HD/叩 折 未計n 未計瀕I

5号住 ―括 曽不可 削器 なし HP/鋸 歯 来計測 未計測 Яミ言十む判

5号住 曽利 使用痕剥片 砂岩 な し 未計測 末計測 未計測

5号住 曽利 両極石器 黒曜 石 諏訪星ヶ台群 未計測 未計測

A区 5号住 両極石器 黒躍石 諏訪星ヶ台群 未計測 来計測 未計測

5号住 一括 曽不可 両種石器 黒曜石 諏訪星ヶ台群 未計測 未計測 未計測

A区 5号 住 曽不JI 二次加 工剥片 υ

打製 石 斧  削器の素

布オか
未計IRl 茉計測

5号住 石核 黒曜石 なし 諏訪星ヶ台群 未計測 未計測 未計測

A区 5号住 石核 黒曜 石 諏訪星ヶ台群 未計測 未計測 未計測

A区 5号住 黒曜石 和四鷹山群 未計涸 未計測 末計測

5号 住 石核 石 英 Fじ 未計漂| 未計測 未計測

A区 5号住 曽利 石核 貢岩 な し 未計削 未計測 未計測

A区 5号住 ―括 石核 なし 未計削 未計測

5号住 曽不可] 判 片 黒曜石 なし まし
神津島恩馳島

群
未計渕 未計測 来計預

A区 5号 住 一括 曽烈ロ 剥 片 薫RE石 なし 諏訪星ヶ台群 未副測 未計測

5号住 ― 搭 曽利 〕 裂片 黒曜石 な し なし
神津島思馳島

経
未計漁 未計測 未計涸

5号 住 ―招 曽不W 剥 片 ミ曜石 なし 諏訪星ヶ台EV 未計韻 未計測 未計渕

5号 住 ―括 曽不可 剥 片 黒lV.石 なし 禁し 諏訪星ヶ台群 末計洩 未計渕 未言十渕

A区 5号 住 一括 縦長剥片 黒曜石 な し 諏訪星ヶ台群 未計浪 未計測 未計韻

5号住 一括 曽利 I 縦長剥片 黒曜 石 諏訪星ヶ台群 未計激 未 副涙

5号住 一括 曽利 裂片 黒曜石 諏訪星ヶ台群 未計測 未計狽

5号住 一括 従長剥片 黒曜石 なし なじ 諏訪星ク台群 来計韻 未計測 未計演

A区 5号住 一括 剥片 黒曜石 な し な し 諏訪星ヶ台群 米計浪 未計測 未計況

A区 5号住 一括 曽不可I 剥 片 黒曜 石 なし 諏訪星ヶ台群 未計沢

A区 5号住 一 活 剥片 黒曜石 なし 諏訪星ヶ台群 未計測 未計瀬! 未剖預

5号注 一括 曽禾」 横長剥片 黒曜石 楽し な し 諏訪星ヶ台群 未計測 未計測 未計測

A区 5号住 一括 維長剥片 黒曜石 諏訪星ヶ台群 未計測 未計測

A区 5号住 一括 曽不可I 裂片 黒曜石 委し なし 諏訪星ヶ台群 未計測 未計測

5号住 打製石斧断片 刀部欠損 未計測 未計測 未計測

5号住 曽狛J 打製石斧断片 砂岩 刃部久損 米計測 未計測 未計測

A区 5号住 打製石斧 砂 岩 刃部久損 未計測 未計測

A区 5号仁 打製石斧断片 刃部久損 茉計測

5号住 打製石斧 ■擦痕なし 未計測 未計測 未計測

5号 住 打製石斧断片 廃灰岩 刃部欠損 未計測 未計測 木計預1

5号 住 護石 砂 岩 側面に敲打 未計測 未計測 未計測

5号住 曽不可I 自然礫 花同岩
作業 され た様相なし。

凹石などの素材か。
未計測 未計測 未計測

5号住 自然礫 安山岩
作業 され た様相なし。

凹石などの莱材か。
未計測 未計測 未計測

5号住 曽不可I 自然樵
作 業され た様相なし。

凹石などの素材か.

未計測 未計測

2922J 5号住 曽オ11 石器ではない。
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0号住 井戸尻末 素刃削器
HD/叩 折

十正反 HD
未計測 未計測 未計測

B区 6号住 井戸尻末 使用痕剥片 黒曜石 諏訪星ヶ台群 未計測 未計測 未計預1

6号住 井戸屍末 使用痕剥片 未計測 未計測 未計預1

B区 0号住 井戸尻末 両極石器 黒曜石 諏訪星ヶ台群 未計測 未計測 未計測

B区 6号住 井戸尻末 石核 黒曜石 諏訪星夕台群 未計測 未計測 未計測

B区 6号住 井戸尻末 剥 片 黒曜石 和国熙山群 未計韻1 未計預‖ 未計測

6号住 オ戸尻末 縦長剥片 黒曜石 諏訪星ク台群 末計測 未計測 未計測

B区 6号住 井戸尻末 裂 片 黒 F盟石 なし なし 諏訪星ヶ台群 未計測 未計測 未計測

B区 6号住 井戸尻末 裂 片 黒曜石 諏訪星ヶ台群 来計測 未計測 未計測

6号住 井戸尻末 縦長剰片 黒曜石 なし 諏訪星ヶ台群 未計 測 来計測

6号住 井 戸 尻 末 裂片 黒曜石 なし 諏訪星ヶ台群 未計測 未計測 未計測

B区 6号住 井戸尻末 裂 片 黒曜 石 な し 諏訪星ヶ台群 未計測 未計測 未計涙1

B区 6号住 井戸尻末 豪1片 黒曜石 なし 諏訪星ヶ台群 末計測 未計瀕1

6号住 井戸尻末 裂斤 黒曜石 なし 諏訪星ヶ台群 来創・RJ 未計損J 未計測

B区 6号住 井戸尻末 裂 片 黒曜石 な し 委し aI訪星夕台群 未計測 未計測 未計測

B区 6号住 井戸尻末 剥 片 黒曜石 諏訪星夕台群 未計測 未計測 未計Ⅲ

B区 0号住 一括 井戸尻末 縦長剥片 黒曜石 なし 委し 未計測 未 計 測

0号住 一括 井戸尻末 裂片 黒曜石 簾し 諏訪星ヶ台群 未 .l肛 未計測 未計観

B区 6号住 井戸尻末 剥片 水 品 よし 未計汎 未計測 未計浪

B区 6号住 井戸尻末 裂片 未計測 未計測 未計潰

B区 6号住 井戸尻末 砂 岩 なし なし
打製 石 斧  削 器 の 莱

財か
未計測 未計測 未計預

6=住 井戸尻末
打製石斧ブラ

ンク
砂 岩 未計測 未計預J 未計瀬

B区 6号住 井戸尻末 れ製石斧 砂 岩 刃部欠損 未計測 未計測 未 .l調

6号住 井戸尻末 打製石斧断片 砂岩 刃部欠損 未計測 未計測 未言十淑

6号住 井戸尻 末 打製石斧断六 砂 岩 刃部久損 未計測 未計測 未計涙

6号住 井戸尻末 打製石斧断片 刃部欠損 末計測 未計測 未計和

B区 6号住 井戸尻末 打製石斧 刃部欠損 未計測 未計渕

6号住 井戸尻末 打製石斧 砂 岩 上擦痕なし 未計渕 未計測 未計細

B区 0号住 井戸尻末 打製石介断片 刃部欠損 未計測 未計測 未計渕

B区 6号住 井戸尻末 れ製石斧 刃部久損 未計測 未副測 未言1涸

B区 6号住 井戸尻末 打製石斧断片 刃部久損 未計測 未計R 未計渕

6号住 井戸尻末 打製石斧晰片 1/7岩 刀部久損 未計測 未計浪 未計涸

B区 6号住 一括 井戸尻末 打製石斧断片 刃部久損 未言十瀕J 未計涙 未計細

B区 6号住 井戸尻末 凹石 ? 安山岩 被熱。回転穿乳 ? 未計測 未計預 未三十湖

6号住 井戸尻末 自然礫 砂 岩 被 熱 未計測 末計測

B区 7号住 両極石器 黒曜石 諏訪星ヶ台群 未計測 未計 lR 未計測

B区 7号住 赤チャート 未計測 未計渕 来計測

B区 7号住 曽利 石英塊 石 英 なし なし 来計淑1 未計測

7号住 曽利 裂片 黒曜石 なじ なし 諏訪星ヶ台群 来計預1 未計測

B区 7号住 裂 片 黒曜石 なじ なし 諏訪星ヶ台辞 未計測 未計渕 未計預1

B区 7号住 能長剥片 黒曜石 諏訪星ヶ台群 未計測 未計預 未計測

B区 7号住 裂片 黒曜石 なし 諏訪 星 ヶ台洋 未計測 未計測

7号住 裂ん 黒曜石 なし 諏訪星ヶ台IV 未計測 未計測 未計測

B区 7号住 裂片 黒曜石 な し なし 諏訪星ヶ台群 未計測 未討測 未計測

B区 7号住 裂片 黒曜石 なし 諏訪星ヶ台群 未計測 未計測 未計測

B区 7号 住 曽利 黒曜石 なし 和国聴 山群 未計預1 未計測

7号 住 裂片 黒曜石 諏訪星ヶ台群 未計測 未計測 未計測

B区 7号住 一括 曽利 剥片 黒曜 石 な し なし 諏訪星ヶ台群 未計測 未計測 未計測

B区 7号 住 一括 則片 黒曜石 諏訪星ヶ台群 未計測 未計測 未計測

7号 住 一括 曽不可I 剥片 黒曜石 諏 訪星 ヶ台 群 未計測

7号 住 一括 曽不可I 剥 片 黒曜石 Fし 諏訪星ヶ台群 未計洲 未計測 未計浸

B区 7号住 ―括 曽禾lI 剥片 黒曜 石 な し 諏訪星ヶ台群 未計浪 未計測 未計灘

B区 7号住 ―括 曽利 I 従長剥片 黒曜石 諏訪星ヶ台群 未計決 未計測

7号住 ―括 曽利 X 剥オ 黒曜石 諏訪星ヶ台群 未計潰 未計測

7号 住 曽不可I 裂片 水品 なし なし 未計潰 米計測 未計測

B区 7号 住 ―括 曽不可I 剥オ なし なし 未計渕 未計測 未計測

7号 住 管利 I 裂片 談し なし
打製 石斧  削器の索

材か
未計渕 Яく言「Rl 未計預

7号 住 一括 曽不可I 黄長剥片 な し
打製石斧 削器の素

ルオか
ヲ(:十 J訛 未 計測

B区 7号住 曽不可I 打製石令断片 刃都久損 未計抑 未計渕 未計測

B区 7号住 曽禾」I 打製石含 刃部欠損 未計洲 未計瀕1 未計測

7号住 曽利 I lT製 石令断片 刃部欠損 未計測 未 計 測

B区 7号住 曽利 I 土擦痕なし 未計測 未計測 未計測

B区 7号住 曽利 T製石斧断芹 刃部久損 未計測 未計測 末計測

B区 7号住 曽不可I 素刃肖」器 未計測 未計誤1 未計測

7号住 曽不可I 打製石斧断オ 刃部久損 析片 未計測 未計預1 未計測

7号住 曽利 灯製石斧 刃部久損 未計測 未計測 未計測

B区 7号住 曽禾II 茉刃削器 未計測 未計測 未 計測

B区 7号住 打製石斧断,キ 刃部次損 未計測 未計測 未計測

7号住 曽禾II 打製石斧 礫岩 土擦痕なし 未計測 未計測 未 計測
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7号 住 曽不可I 凹 石 長裏に濃い敲打痕 未計測 未 計 測

B区 7号住 営利 I 凹 石 安山岩
やや深い凹み。表面

未計測 未計測 未計測

8号住 両極石器 黒曜石 諏訪星ヶ台群 未計測

B区 8号住 両極石器 黒曜石 諏訪星ヶ台群 未計測 未計測 未計測

B区 8号住 石核 黒肥 石 諏訪星ヶ台洋 未計測 未計測 未計測

3号住 横長剥片 黒躍石 ユし 諏訪星ヶ台群 未計測 未計測

8号住 剥 片 黒曜石 魔し なし 諏 訪 星 ヶ台群 未計測 未計rRl 未計測

8号住 棋長剥片 黒曜石 な し 諏訪星ヶ台群 未計測 未計測 未計測

8号住
‐
Hl片 黒曜石 諏訪星ヶ台群 未計測 未計測 未計測

8号佳 裂片 黒曜石 なし 諏訪星ヶ台群 未計測 未計損1

3号住 蹟長剥片 黒曜石 なし なし 諏訪星ヶ台群 未計測 未計涸 未計測

8号住 従長剥狩 黒曜 石 諏訪星ヶ台群 未副測 未計涸 未計測

8号住 誕片 黒曜石 諏訪星ヶ台群 未計測 未計渕 未討測

9号住 曽不」Ⅱ 素刃削器 未 計測 未 計 測 来計測

B区 9号住 曽不可Ⅱ 素刃 削器
HD/叩 折

未計測 未計抑 未計測

B区 9号住 曽不可H 裂片 黒曜石 獲し なし 諏訪星ヶ台辞 未計 lHl 未計渕 未計測

B区 9号住 曽不可Ц 裂片 黒曜石 諏訪星ヶ台群 未計測 未計剖 未計測

B区 9号住 曽利 lI 剥片 黒曜石 なし 諏訪星ヶ台群 未計測 未計渕

9号住 曽禾!H 従長剥片 黒曜石 なし なし 諏訪星ヶ台群 未計測

B区 9号住 曽禾」Ⅱ 裂片 なし な し 削器の素材か 未計測 未計渕 未計測

9号住 曽荼lⅡ 裂 片 なし
打製石斧  肖1器 の素

本オか
未計測 未計淑 未計涸

B区 9号住 曽不可Ⅱ 梨 片 なし
打製石斧 削器の来

材か
未計測 未計瀕 未計測

B区 9号住 曽不1■ 打製石含 砂 岩 刃部欠損 未計測 未計預 未計悧

B区 9号住 曽利 Ⅱ 打製石斧 砂 岩 土擦痕有り 未計測 未計潔 未計涸

9号住 打製石斧 BF「 狩 圭擦痕なし 未計測 未計沢

10号住 曽不可I 素刃削器 未計沢

10号住 曽利 I 莱刃削器
正 反

交 互
末計測 末計決 未計沢

tO号住 曽利 I 素刃削器 砂岩 末計測 未計諷 未計韻

曽禾lI 削器
正 反 HD/

交互
末計■ 末計灘 未計狽

B区 10号住 曽泰J 素刃肖J器 未計Ⅲ 未計測 未訂漬

B区 IO号住 両極石器 黒曜 石 諏訪星夕台群 末計汎 未計測 未計濃

10号 住 一括 曽利 両極石器 黒曜石 諏あ星夕台群 未訂況

B区 10号 住 石器断片 なし 打製石斧などの断片 茉計測 未計洟

B区 10号住 石核 黒1覆 石 諏訪星ヶ台群 未計測 未計測 未計瀕

B区 10号住 縦長剥オ 黒曜石 諏訪星ヶ台群 末計淑1 未計測 未計測

10号住 一括 曽利 縦長剥片 黒曜石 なし なし 諏訪星ヶ台群 未計測 未 計 測

B区 10号住 一括 裂片 黒曜石 なし 委し 諏訪星ヶ台群 未計測 未計測 未計測

B区 10号住 曽利 剥 片 水 晶 な じ 未計測 未計測 来計測

10号 住 曽不可I 横長剥庁 なし おし
打製石斧 肖」器の素

未計測

B区 10号住 裂片 打製石斧などの断片 未計測 未計測 未計測

10号住 打製石分 砂岩 土擦痕なし 未計測 未計測 未言l fal

B区 10号住 打製石斧断片 刃部久損 打製石斧の未製品 未計預1 未計測

B区 10号住 打製石斧 刃部欠損 未計測 来計測 未計測

B区 10号住 打製石斧 刃部欠損 未計測 未計測 未計測

IO号住 曽利 打製石斧 土擦痕なし 未計測 未計測 未計測

10号住 曽和J 打製石斧断片 砂岩 刃部欠損 来計 vFl 未計測

IO号住 管利 蓑石 砂 岩 側面に誰打 未計測 未計測 未計測

10号住 曽利 I 加工礫 貢岩
打製石斧  削器 の素

材か
未計測 未計測 未計測

10号住 安山岩
作業され た様相な晩

凹石などの茉材わェ
未計測 未 .l測 未計測

10号住 営不可〕 自然礫 安山岩
作業された様相な硯

凹石などの素材力、
未計測 未計測 未計測

11号住 井戸尻末 両極石器 黒曜石 諏訪星ヶ台群 未計測 未計瀕J 未計測

B区 H号住 井戸尻末 石 核 黒曜石 な し 諏訪星ヶ台群 末計測 未計測 未計測

B区 H号住 井戸兎末 剥 片 黒曜石 なし なし 諏訪星ヶ台群 未計測 未計瀕1 未計測

11号住 井戸尻末 判 片 黒曜石 なし 諏訪星ヶ台群 未計測 未計預J

B区 11号住 井戸尻末 挨長剥月 黒曜石 なし なし 諏訪星ヶ台評 未計細 未計測 未計測

B区 11号住 井戸尻末 剥 片 な し 諏訪星ヶ台群 未計測 未計測 未計測

H号住 井戸尻末 剥 片 黒曜石 なし 諏訪星ヶ台群 未計細 未計測 未計測

H号住 井戸尻末 裂 片 水晶 なし なし 未 計 測 未計測 未計 JRl

B区 1消 素刃削器 未計涸 未計渕 未計測

B区 1消 横長剥片 黒曜 石 なし 未計涸 未計測 未計測

B区 裂片 砂岩 なし なし
打製石斧  削器の素

材か
未 言r涸 未計削 未計測

打製石斧ブラ
少岩 なし なし 未計涸 未計測 未計削

B区 1消 打製石斧 未計抑 未計測 未計渕
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図番号
管理

通番

取上番

号

調査

区
遺構 No 凸 遺 器 種

器種

記号
形 態加 I

刃部属性 (作

業面属性 )

所  見
OB分

析番号
推 定 産 地

長さ

(mm)
厚さ(mm) 重量①

A区 ―括 削器
日vD/ H「

折
HP/鋸 歯 未計測 未計測 未計測

水品塊 水 品 なし な し 未計測 未計測 未計測

裂 片 黒曜石 なし 未計測 未計測 未計測

A区 縦長剥片 黒曜石 なし なし 未計測 未計測 未計測

A区 縦長剥片 黒曜石 なし なし 未計測 未計測

黒 曜 石 な し 未計測 未計拠

A区 一 括 裂片 黒曜石 なし なし 未計瀕 未計測 未計涎

A区 ―括 裂 片 黒曜石 なし なし 未計濁 未計測 未計汎

―括 横長剥片 黒曜石 な し な じ 未計 測 未計沌

―括 裂 片 黒曜石 未計瀕 未計測 末計猟

横長剥舟 なし 未計瀕 未計 lal 木討汎

A区 一括 使用痕剥片 未計測 未計H

一括 打製石奔 土擦痕なし 来計 TRl 未計汎

A区 一括 打製石斧 ■擦痕なし 未計韻 未計測 末計Л

A区 一 括 打製石斧 土擦痕なし 未計韻 未計測 未計n

一 括 礫 器 なし 未計測

疑灰岩 未計測 未計激

敲 石 安山岩 側面に敲打 未計削 未計測 未計測

一括 自然礫 砂 岩
作 業された様 相なし。

凹石などの素材力、
未計涸 未計測 未計瀬1

射器 HDノ「F折 あるいは打製石斧 未計渕 未計測 未計測

剃器 騒灰岩 なし IP/鋸歯 素材節理面割れ 未計測

素刃削器 砂岩
正 反 HD/

交互
未計渕 未計測 未計測

亙極石器 黒曜石 未 戸十涸 未計測 未計測

一括 再極石器 黒曜石 未計涸 未計測 未計測

一括 二次カロエ剥片 砂 岩
打製石斧・ 削器の未

製品か
未計渕 未計測 未計 測

B区 黒曜石 Fし 未計渕 未計測 未計測

B区 剥片 黒曜石 未計測 未副測

B区 裂片 黒曜石 なし Fじ 縦長剥片 未言十測 未計測

梨片 黒曜石 未計涸 未言十測 未計測

B区 剥片 黒曜石 未計渕 未計測 未計測

B区 裂片 黒曜石 なし 未言十測

黒曜石 未計測 未計測

一括 剥片 黒曜石 未計涸 未計測 未計測

B区 一括 剥片 黒曜石 未計渕 未計測 未計測

横長剥片
打製石斧 削器の素

llか
未計冽 未計測 未計測

B区 打製石介 HE灰岩 刃部矢損 未計渕 未計測 未計測

B区 躍灰岩 被 黙 未計測 茉計 lRl

打製石斧断狩 刃部久損 未計涸 未計測 未計測

B区 打製石斧断狩 砂岩 刃部矢損 未計渕 未計測 未計測

B区 打製石斧断片 砂岩 同部断片 未計測 未計測

打製石斧 土擦痕なし 未計測 未計測

打製石斧 同部断片 未計渕 未計測 未計測

B区 打製石斧 ? 砂岩 土擦痕なし 未計渕 未計測 未計測

3区 打製石斧 上擦痕なし 未計測

打製 石 斧 土擦痕なし 来計vRl 未計測

B区 打製石斧断万 刃部欠損 未計瀕 未計測 未計測

B区 打製石斧 刃部欠損 未計淑 未計測 未計測

B区 1竪 二次加工黒1九 砂岩 肖J器の素材か 未計測 未計測

1竪 縦長剥片 黒曜 石 なし 未計測 未計測

B区 1堅 一 括 裂 片 黒曜石 なし 未計淑 未計測 未計測

B区 1竪 裂 片 砂岩 削器の素材か 未計測 未計測 来計測

1竪
打製石斧ブラ 打製石斧 削器の素

おオか
未計韻 未計測 未計測

1竪 自然礫 安 山岩
作業された様相なし。

凹石などの茉材か。
未計漁 未計測 未計測

削器 砂岩 未計瀕 未計測 来計淑I

二次加工剥片
石匙、打製石斧などの

未製品か。
未計測 未計測 未計預|

横長■ll片
打製石斧 削器の素

4/か
未計測 未計測 未計瀕!

打製石斧断片 砂岩 刃部欠損 未計測 未計測 未計灘

打製石斧断片 刃部欠損 未計測 未計測

打製 石 奔 刃部欠損 未計測 未計測 未言「汎
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器 種
器種

記号

凹基鏃 al

石鏃 a2

石錐 b

石匙 C

精製削器 dl

粗製削器 つ
る

Л
ｕ

精製使用痕剥片 el

粗製使用痕剥片 e2

第 6表 器種記号一覧表

器  種
器種

記号

両極石器

精製二次加工剥片 gl

粗製二次加工剥片 g2

精製石核
よ
ｍ

粗製石核 h2

精製剥片

粗製承1片
９

Ｐ

打製石斧 ]

器  種
器種

記号

磨製石斧 k

円盤状石器・礫器 O

HΠ野写 p

凹石 +叩石 q

凹 石

加工礫

石皿 。台石 t

自然謀 u

第 7表 黒曜石製石器の組成表

遺構名 al a2 dl el gl 状
Ｈ 総計 総重量

1号住 1 4 3 1 15 28 57.2g

2号住 1 2 15 21 23.7g

3号住 4 1 18 44.8g

4号住 1 1 1 l
つ
ね 6 12.7g

5号住 1 3 4 15 つ
０

つ
ね 62.6g

6号住 1
つ
０ 1 1 3 13 つ

る
０
ね 54.6g

7号住 1 1 1 16 19 29.5g

8号住
９

留 1 8 33.2g

9号住 1 4 5 8.6g

10号住 2 1
９

々 1 4 22,7g

11号住 1 1 5 7 12.Og

7号土坑 1 1 1.5g

1号溝 1 1 0,8g

総  計 2 1 12 ９
２

９
μ 13 110 172 361.6g※

※住居出上の総重量

調査区名 al a2 dl el f gl hl 総計 総重量

A区 2 1 1 9 13.lg

B区 の
ね 11.3g
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第
8表

 
石

器
組

成
表

遺
構

名
時
 

期
al

a2
b

C
dl

刃 ｕ
f

gl
g2

hl
ｋ ｌ
ｌ

]
k

O
p

Q
r

S
t

u

6号
住

井
戸

尻
末

1
1

1
1

3
14

16
l

l
l

2

11
号

住
井

戸
尻

末
l

1
1

6
1

つ る
1

1

3号
住

曽
禾
JI

1
1

4
1

1
つ る

つ る
3

13
1

4
1

5号
住

曽
禾
JI

2
l

1
1

7
16

2
1

10
号

住
曽
禾
UI

2
ε

1
2

2
1

9
1

l
1

7号
住

曽
禾
け

I
1

1
1

1
18

2
19

1
1

1号
住

曽
禾
lI
～

Ⅱ
4

1
1

4
12

1
3

2

2号
住

曽
利

Ⅱ
1

3
3

1

9号
住

曽
利

Ⅱ
1

1
1

1
4

Z
1

4

4号
住

時
期

不
明

1
ユ

1
1

1
1

1

8号
住

時
期

不
明

2
1

1
1

2号
土

坑
曽
不
JⅡ

2

6号
土

坑
時

期
不

明
1

7号
土

坑
時

期
不

明
1

16
号

土
坑

曽
禾
UⅡ

1

調
査

区
名

al
a2

b
C

dl
d2

つ 々
f

g2
hl

h2
の る

〕
k

O
p

r
t

u

A区
1

3
1

1
C

2
1

B区
l

1
1

1
1

1



第 4章 調査の成果 と課題

今回の調査で、縄文時代中期後半の集落跡が発見され

た。以下、注 目される成果 ≧課題について述べていく。

1 出土上器について

出土土器のほとんどが縄文時代のものであつた。縄文

土器では、早期の精円押型文土器、前期の木葉文をもつ

諸磯 a式 。ボタン状貼付文の諸磯 c式、中期の格沢式・

新道式・藤内式 。井戸尻式・曽利式・加曽利 E2式・梨

久保 B土器、後期の称柔寺式が出土している。断続的に

早期～後期まで出土 してお り、本遺跡が長い問利用され

ていたことが分かる。

遺構を伴って出土 したのが井戸尻式末～曽利 Ⅱ式であ

る。特に曽利 I式～曽利 Ⅱ式の出土量が多かつた。以下、

代表的な各時期の土器をみていく。

井戸尻式期末は井戸尻式の最後の段階で、曽利 I式に

近い土器が伴 うので曽利 I式直前段階ともいえる。楕円

区画文をもつもの (6号住 5459、 11号住 6013)や 大形

把手付土器 (11号住 6016)、 ヘ ビ状把手 (11号住 6078)

の他 に、曽利 I式の長胴麦 に続 く土器 (5号住 2922、

6号住 4798他 )がある。2922は、胴部の地文 と文様は

曽利 I式 といえるが、胴部から口縁部にかけて直線的に

立ち上がる器形や、口縁部の異形渦巻文突起 とW宇状文

が曽利 I式 とは異なる。 6号住 4798・ 5398は、条線地

文であり、口縁部無文で胴部が直立する曽利 I式の特徴

を備えているが、棒状工具よる 1本引きの条線、口縁部

の強い屈曲、刻みのない隆線での胴部文様等、異なる点

がある。

曽利 I式は数多 く出土 している。 3号住・ 5号住・ 6

号住・10号住か らの出土が多い。曽利 I式は古段階 と

新段階の 2期に分けられる。

曽利 I式古段階は、長胴密 (3号住 1328・ 1567、 5

号 住 2164・ 2269・ 2934、 6号 住 3158・ 5209・ 4639・

5068・ 3364、 10号住 4286等 )や渦巻把手付土器 (1号

住 1752、 5号住 2090。 2642・ 2927・ 2941、 10号住 4176

等)がある。半我竹管内皮による条線、刻みをもつ隆線

による文様、渦巻文がつ く等の共通点がある。 口縁部が

内湾するものの他に、直線的に開くものも多い。渦巻把

手は、破片状態ではあるが比較的多い。

曽利 I式新段階は、長胴甕 (1号住 690、 5号住 207、

7号住 5710)や 渦巻把手付土器 (5号住 3023他・ 7号

住 6121他 )がある。長胴甕は口縁部が広が り、胴部が

張 り出 して くる。 7号住 5710は、文様は長胴秦のもの

≧いえるが、器形は曽利 Ⅱ式以降によくみられる口縁都

につなぎ文ももつ土器に近い。渦巻把手付土器は、 3～

4本の隆線で文様を描 くものが多くなる。波状粘土紐を

貼 り付けるものが多くなる。

曽利 Ⅱ式は、口縁部に渦巻つなざ弧文をもつもの (1

号住 3095、 2号住 1456・ 289。 1665、 9号住 3577)や

X字状把手付深鉢 (1号住 7007、 2号住 2833他 )が ある。

口縁部につなぎ文をもつ土器が現れ、縄文の地文が多用

される。加曽利 E2式 (2号 413)が 共伴する。

以上が主要な出土土器の概観である。曽利 I式古段階

の土器が多いことが本遺跡の特徴 といえよう。

土器以外の土製品では、台形土器が 1点、土偶 2点、

耳栓 3点、土鈴 1点、杓子形土製品 1点が出土 してい

る。拠点的な大集落でない本遺跡において出土数は少な

いが、種類は比較的揃つている。

2 縄文時代中期後半の集落について

縄文時代中期後半の集落が発見された。時期は井戸尻

式期末～曽利 Ⅱ式期で、比較的短期間に営まれた集落 と

いえる。市道建設工事に伴 う発掘調査なので、集落全体

を調査 したわけではないが、その中央を トレンチ調査 し

たようなものであり、ある程度の集落の様相を把握でき

たと思われる。

集落は、河岸段丘の平坦面の中にある微高地につ くら

れている。調査区のA区・B区にそれぞれ住居群があ り、

それは微高地の頂部を挟んで位置する。微高地頂部を中

央広場 とし、それを囲 うように住居が配置 される環状集

落 と考えられる。集落の直径は約 100mと 推定 され る。

遺構の変遷は以下の通 りである (第 56図 )。 なお、詳細

時期の不明な 4号住 と8号住は除いている。

井戸尻式期末の住居跡は、 6号住 。11号住の 2軒で

ある。集落の東側 (B区)のみ発見された。 6号住 は集

落の一番東側にあり、やや強い傾斜面に位置す る。集落

の西側に当該期の住居跡が発見されていないので断定は

出来ないが、直径約 100mの 集落であつたと思われ る。

曽利 I式期の住居跡は、 1号住・ 3号住・ 5号住・ 7

号住・ 10号住の 5軒である。集落の西側 (A区)に 3

軒、東側 (B区 )に 2軒である。両区とも各住居の位置

が近いように思われるが、出土土器で時期を細分 してみ

ると、曽利 I式期古段階は 3号住・ 5号住 。10号住の

3軒、曽利 I式期新段階は 1号住・7号住の 2軒とな り、

隣の住居 との距離が近いのは 3号住 と 10号住だけにな

る。集落の直径は約 90mであろう。

曽利 Ⅱ式期の住居跡は、 1号住・ 2号住・ 9号住の 3

軒である。集落の西側 (A区)に 2軒、東側 (B区)に
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1軒である。 1号住は前時期か ら続いて存在 している。

出土土器をみると、この時期は曽利 Ⅱ式期でも古段階と

いえる。集落の直径は約 70mであろう。

以上が遺構の変遷である。本遺跡の集落は、各住居跡

の重複関係が少ない。 11号住が 7号住 と8号住に切 ら

れている以外に重複関係はない。比較的短期間の集落で、

住居跡が数多く作 られなかつたためであろう。

各時期の集落の直径は、井戸尻式期末約 100m、 曽利

I式期約 90m、 曽利 Ⅱ式期約 70mである。集落の大き

さが時代を下るにつれ狭 くなつている。酒呑場遺跡の中

期前半の集落で、工領ヶ台式期の住居跡が環状集落の外

側に、井戸尻式期の住居跡が内側に位置 し、時代が下る

につれ集落の直径が小さくなる傾向があつた。それ と同

じ傾向が、中期後半前半期でも確認できた。

住居の出入 口は、全時期通 して南～東側にある。特に

南東方向が多い。埋養がある住居跡はそこが、ないもの

は炉の位置の反対側を出入 口と想定 している。 5号住が

東側にあり他 と少 し異なるが、他はほとんどが南～南東

方向にある。曽利 I式期では 1号住 。3号住・ 7号住・

10号住が南南東方向に、曽利 Ⅱ式期では 2号住・ 9号

住が南東方向に出入 口があり、各時期で出入 口方向がほ

ぼ揃つている。朝 日の上る方角であるためか、集落の出

入 口が南東方向にあつたためなのか、さまざまな理由が

考えられるが、この集落は南東方向を意識 して住居を建

てているといえる。

今回調査 した範囲では、土坑が少なかった。確実に時

期の判断できる土坑は 2号土坑 と 16号土坑の 2基だけ

であつた。時期不明なもの合 めても全部で 21基 と少な

く、内側に土坑群が配 される集落 とは異なる。

以上が本遺跡の縄文時代中期後半集落の特徴である。

3 住居の形態について

各時期の住居形態は様々である。全体を調査できた住

居跡からその特徴を述べる。

井戸尻式期末は、 5本柱の中形の住居である。炉は小

～中礫で構成される石囲炉で、形態は円形であるが南側

の一部に礫は置かれていない。埋甕はない。

曽利 I式期は、 6本柱が基本の大形住居である。建替

えられたものが多く、 3号住は 6本柱から6本柱へ、 5

号住は 6本柱か ら 7本柱かそれ以上の柱へ、10号住は

5本柱から6本柱へと様々である。炉は礫のないものも

ある (3号住 。10号住)が、礫のあるものは扁平の大

形礫を円形や長方形に平置きにする (5号住・ 7号住 )。

炉以外に焼土をもつものが多い (3号住・ 5号住 )。 住

居中央に柱穴と思われ るピットをもつものがある (5号

住 。10号住 )。 埋甕はない。

曽利 Ⅱ式期は、 4本柱の小形住居である。炉は扁平の

大形礫を平置きするもの (2号住)と 、扁平の大形礫を

掘 り込み内に立てるもの (9号住)がある。 2号住に埋

甕はなく、 9号住には埋秦が埋設 される。 2号住は前段

階の伝統を引き継 ぐ炉をもち埋甕がないので、 9号住よ

りも時期的に先行す る可能性がある。 9号住は、扁平礫

を立てる炉であり、埋甕を埋設するので曽利式期後半に

よくみ られる住居形態である。

以上が本遺跡の各時期における住居形態の特徴であ

る。井戸尻式期は 6。 7本柱で 5。 6個の平石を円形に

巡 らした石囲炉、曽利 I式期は 7本柱で 5・ 6個の礫を

円形や多角形の石囲炉、曽利 Ⅱ式期は 4～ 7本柱で 5。

6個の石を組んだ石組炉や 4枚の石で組んだ方形石囲炉

が多いなど、山梨県内における各時期の住居形態の傾向

がある(櫛原 1999)。 本遺跡では、井戸尻式期末は 5本柱、

曽利 I式期は 6本が基本の 5～ 7本柱、曽利Ⅱ式期は 4

本柱で、県内の傾向≧比べると、柱穴配置は少 し異なる

が、炉の形態は同じといえる。

今回の調査で、本遺跡における縄文時代中期後半の集

落の様相がみえてきた。今後周辺の同時期の集落や人ヶ

岳南麓の集落 と比較 しながら、釜無川流域の縄文集落像

を解明していきたい。なお、紙面の都合上、各遺構の遺

物出土状況が図示できなかった。井戸尻式期末～曽利 Ⅱ

式期 とい う比較的短期間に営まれた集落において、より

詳細な時期を判断す るために遺物出土状況は欠かせない

ものであるが、それを提示できなかつたことを心苦 しく

思 う。機会があればどこかで報告できればと考えている。
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第57図 各時期の住居形態
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附編 大久保遺跡出土黒曜石産地分析    °現在は黒曜石 (日 本全国)と 下呂石

推 定 結 果                   
°ガラス質安山岩は分類可能。

ただし、原石データが不足しているため、産地推

黒曜石産地分析は、爛アルカを通して沼津工業高等専    定は不可能。現在、原石データを収集中

門学校の望月明彦氏に分析 していただいた。以下、分析   。その他の石材 (特に堆積岩 )は分類不可能。

方法の概要を記す。

産地推定法 得られた蛍光X線スペク トル強度を元素記

分析法  エネルギー分散蛍光X線分析法 (EDX)          号で表すとする。

分析装置 セイコーインスツルメンツ卓上型蛍光X線分       二つの方法とも以下の指標を用いる。

つF言十  SEA-2110L                            キ旨ル雫        Sum=Rb+SrttYttZr と「ヽ る。

分析条件 管電圧  50kV   管電流 自動設定         Rb分 率 =Rb/Sum  Sr分率 =Sr/sum

測定時間 240sec  雰囲気 真空           Zr分 率 =Zr/sum  Mn*100/Fe

照射径  1041m                     10g(Fe/K)
検出器 Si(Li)半導体検出器        産地のシー トに上げた黒曜石産地から、産地原石を採集

測定元素 Al(アルミニウム)、 Si(ケイ素 )、 K(力 )ウム)     し、測定する。

Ca(カ ルシウム)、 T土 (チタン)、 Mn(マンカ
ヾ
ン)、     測定結果から上記の指標を算出する。

Fe(鉄 )、 Rb(ルヒ
ヾ
デウム)、 Sr(ストロンチウム)   以上から、産地原石に関するデータベースを作成する。

Y(イットリウム)、 Zr(デ ルエウム)         下記の二つの方法で産地推定を行 う。

分析法の特徴                     ①判別図法 (判別図のシー ト参照 )

長所 非破壊分析    多元素同時分析   用いる指標 図 1横軸 :Rb分率、縦軸 :Mn/Fe

前処理不要→洗浄は必要              図 2横軸 :Sr分率、縦軸 :log(Fe/K)

迅速分析     操作が簡単     特  長  簡単な計算であり、誰にでも作成可能

短所 微量分析は不得意                 視覚的に確認でき、分かりやすい。

表面分析               推定方法  遺跡出土試料を蛍光X線分析 し、指標

→試料を破壊せずに測定するため、分         を計算。

析結果は表面を測定したことになる。         指標を図にプロットする。

→そのため、汚れた試料、風化 した試         重なつた原石産地を推定結果 とする。

料は汚れ、風化を測定したことになり、 ②判別分析 (推定結果表参照 )

正確でない。              用いる指標 算出された指標全て

類似した組成の標準試料が必要     特  長  各産地との類似度を距離で算出

試料の洗浄 5分間 (汚れがひどい場合は 15分間 )超         既知の産地のどれに類似 しているかを判

音波洗浄器で洗浄。                   別する方法である。

さらに汚れを拭き取つてから測定。            →未知の産地の判別はできない。

※試料は破壊せずに分析できますが、以下のような試料   推定方法  判別図法では遺跡出土試料 と重なってい

は分析できません。                         る産地を推定結果とする。

測定不可能な試料                          この産地は試料と2次元的に最も距離が

・風化した試料→割ることが可能ならば、できます。         近い。

・汚れがとれない試料→割ることが可能ならば、でき        判別分析ではこの距離を数学的に n次元

ます。                             で計算する。

・厚さが 141m以 下の試料                     試料と最も距離 (マハラノビス距離)が

,大きさ5 mlm以 下の試料                     近い産地を推定結果とする。

・遺物番号などの書き込みで浪J定できる面がない試料         この距離から、各産地に属する確率を計

産地推定可能な石材 (上記の条件をクリアしていれば、        算する。

以下の分析ができます。)
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判別図法・判別分析からの最終推定結果

分析番号 管理通番 遺物注記 推定産地

くOK-1 5 諏 訪 星 ケ含 群

くOK-2 8 諏 訪 星 ヶ台 群

くOK-3 235[ 諏訪星ヶ台群
ぐυK-4 1号住一括 諏訪星ヶ台群

くOK-5 1号住一括 諏訪星ヶ台群
くOK-6 1694 諏訪星ヶ台群

くOK-7 4号住一括 諏訪星ヶ台群
くOK-8 2597 諏訪星ヶ台群

(OK-9 443` 諏 訪 星 ヶ台 群

くOK-10 491( 諏訪星ヶ台群
くOK-11 諏訪星ヶ台群

くOK-12 5155 和 田土屋 橋 西群

eOK-13 584C 諏訪星ヶ台群
くOK-14 11 6号住一括 諏訪星ヶ台群
(OK-15 5388 諏 訪 星 ヶ台 群

KOK-16 諏訪星ヶ台群

KOK-17 諏訪星ヶ台群
KOK-18 4901 諏訪星ヶ台群

KOK-19 10号住 一 捷 諏訪星ヶ台群

KOK-20 10号住一括 和田鷹山群
KOK-21 10号住一括 諏訪星ヶ台群

KOK-22 2107 諏 訪 星 ヶ台 群

KOK-23 和田鷹山群
KOK-24 諏訪星ヶ台群

KOK-25 185( 和 田鷹 山群

KOK-26 A区一tE 諏訪星ヶ台群
KOK-27 322, 和田鷹山群
KOK-28 1 11 諏 訪 星 ヶ台群

KOK-29 和田鷹山群
KOK-30 諏訪星ヶ台群
KOK-31 4 諏 訪 星 ヶ台 群

KOK-32 諏訪星ヶ台群
KOK-33 7 諏訪星ヶ台群
KOK-34 FTT訪 星ヶ台荘

KOK-35 和田鷹山群
KOK-36 11 112[ 諏訪星ヶ台群
くOK-37 1647 諏 訪 星 ヶ台 群

くOK-38 1号住 一 諏訪星ヶ台群
(OK-39 1号住―括 諏訪星ヶ台群
くOK-40 1{ 1号住一括 諏 訪 星 ヶ台 群

くOK-41 1 1号住 一 諏訪星ヶ台群
(OK-42 1[ 1号住一括 諏訪星ヶ台群
くOK-43 1号住一括 諏訪星ヶ台群

COK-44 21 1号住 一 擬 諏訪星ヶ台群

ζOK-45 2g 1号住一揮 諏訪星ヶ台群
くOK-46 1号住一揮 諏訪星ヶ台群

COK-47 1号住 一 挺 諏訪星ヶ台群

(OK-48 1号住一揮 諏訪星ヶ台群
くOK-49 1号住―搾 諏訪星ヶ台群

〔OK-50 1号住 一 捷 諏 訪 星 ヶ台 群

くOK-51 諏訪星ヶ台群
【OK-52 割 諏訪星ヶ台群

くOK-53 神津島恩馳島群

(OK-54 諏訪星ヶ台群
KOK-55 諏訪星ヶ台群

KOK-56 諏 訪 星 ヶ台 群

KOK-57 蓼科冷山群
KOK-58 諏訪星ヶ台群

KOK-59 116こ 諏 訪 星 ヶ台群

KOK-60 128[ 諏訪星ヶ台群
KOK-61 146彦 諏訪星ヶ台群

KOK-62 1581 諏 訪 星 ヶ台 群

(OK-63 1614 諏訪星ヶ台群
くOK-64 161[ 諏訪星ヶ台群

くOK-65 1621 諏 訪 星 ヶ台群

第 9表 大久保遺跡出土黒曜石製石器産地推定結果

判男町図法 1こよる推定結果と判別分析による推定結果

判別図判別群

判男l 分

第 1候補産地

判別群  1 距離 1 確率

第 2候補産地

判別群  : 距離 1 確率
SVげHD Sヽハ/HD  1  9 89:    1 SBIY  1 11121
SⅥ/HD SⅥ/HD  1  11 08    1 VヽDTN  1 12795
SⅥ/HD Sヽハ/HD  1  8 391    1 VヽDTN  :  7887
SヽVHD SWHD  i  14 281    1 SBIY   :   751

Sヽハ/HD SWHD  i  62●     1 ハヽ/DTN  1  105 91

SヽA/HD SⅥ/HD  1  8 67 SBIY  1  75 34
SVげHD Sヽハ/HD  1   89 SBIY   1  147 8

SⅥ/HD SWHD  1  2 06 SBIY   1  72 82

SM/HD SヽVHD  !  745    1 SBIY   1  90 51 0

S絋/HD SヽVHD  :  7141    1 WDTN  1 107 41 0

Sヽハ/HD SヽVHD  1  2 981     1 SBIY   1   66 1!      0

VヽDTN VVDTN  1   3 65 1 Ⅵ/DTK  1  42 61 0

SWHD SM/HD  1  4 77:    1 WDTN  1 112 25 0

SWVHD Sヽハ/HD  1  3 251    1 SBIY   1    861     0
S羊/HD Sヽハ/HD  1  4.23 1 WDTN  : 11189
Sヽハ/HD Sヽハ/HD  1  6.72 l SBIY   :  4695
SヽVHD SWHD 1 SBIY   1  99 78

SヽVHD SVげHD  1  10 24 1 SBIY   1  73 56

SヽA/HD Sヽハ/HD  1  7 33 1 SBIY 5564
WDTY WDTY 1 Ⅵ/DHY
SM/HD Sヽハ/HD  1  4,72 1 SBIY   : 10594
Sヽハ/HD SⅥ/HD  1  18 21    1 SBIY   1  80 781

VVDTY VΥDTY 1 ハヽ/DHY  1  21 9
SWHD Sヽハ/HD  1  1 46    1 SBIY   1  77 25

Ⅵ/DTY WDTY  1   5 261 0 998, ハヽ′DHY  :  15441 0001〔
STh/HD Sヽハ/HD 1 VヽDTN  :  7944
lVDTY VヽDTY  :   186 VΥDHY  1  26 231
SⅥ/HD SヽVHD SBIY   1 145 56

ハヽ/DTY WDTY 1  4 32 I WDHY  1  30 08
SヽVHD Sヽハ/HD  1  1 25 SBIY   :  7678
SWHD SWHD  1  14 65    1 SBIY   :  8718
SヽVHD Sヽハ/HD  :  407     1 SBIY   1  93 83

Sヽハ/HD Sヽハ/HD  :  1041    1 SBIY  1  63 78
S絋/HD SヽVHD  1  10 62:    1 SBIY  1  87 4
WDTY WDTY 1  3 86    1 ハヽ′DKB  1   36 5
SヽVHD Sヽハ/HD  1  2 36 1 SBIY   :  9341
Sヽハ/HD SⅥ/HD 1 SBIY   1  98 51

SⅥ/HD Sヽハ/HD  :  998 1 SBIY   1  91 33

SWHD SWHD  :  5341    1 SBIY   1  104 1

SlllHD Sヽハ/HD  1  22 97 1 SBIY   :  8905
Sヽハ/HD SⅥ/HD  1  4 13 1 SBIY   1  67 93

SWHD Sヽハ′HD  1  12 51 1 SBIY   1  88 96

SWHD SWHD  1  9 63 1 SBIY   1  89 75

Sヽハ/HD Sヽハ/HD  i  4 89 l SBIY   :  7986
SヽVHD SWHD  1  2 85 SBIY   i  92 12

SⅥ/HD SヽVHD  :  296 SBIY  1  110_5
SⅥ/HD SV″HD  1  6 58 SBIY   1 12041
S｀ハ/HD SWHD  1  17 741    1 SBIY   i  36 21

SWHD SWHD  1  7 39    1 ハヽ/DTN  :  7129 0

SVげHD SⅥ/HD  1  6 061    1 SBIY   1  71 58 0

S都/HD Sヽハ/HD  :  3871    1 SBIY   1  84 541     0
SWHD SWHD  i  5 06 1 SBIY   :  64.11:     0
KZOB KZOB  1  8 65 l KZSN   :  5642
SヽVHD SWHD 01 1 SBIY   i  91 12

SⅥ/HD SWHD 791 1 SBIY   1  78 66

SヽハFHD SWHD  1  0 151    1 SBIY   :   838
TSTr TSTY 1 1 TSHC  1  16 9
SWHD SM/HD  1  2 16 1 SBIY  1  98 42
SヽVHD Sヽハ/HD  :  1175 l WDTN  1 113 32
SVΥHD Sヽハ/HD  :  1227 1 llrDTN  :   571
SWHD SWHD  i  4 62 1 おヽFDTN
SWHD Sヽハ/HD  1  5 61 SBIY 9898
Sヽハ/HD SlllHD SBIY   1 117 11

Sヽハ/HD SWHD  i  5 43 SBIY   1  67 53

SⅥ/HD SヽAFHD  :  057     1 SBIY   :  8747
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分析番号 管理通番 遺物注記 推定産地

KOK-66 44 諏 訪 星 ヶ台 群

KOK-67 1662 諏訪星ヶ台群

KOK-68 167[ IIF訪星ヶ台群

KOK-69 諏訪星ヶ台群

くOK-70 諏 訪 星 ヶ台 群

くOK-71 2号住―括 諏訪星ヶ台群

(OK-72 諏訪星ヶ台群

くOK-73 諏 訪 星 ヶ台 群

くOK-74 5' 諏訪星ヶ台群

くOK-75 諏訪星ヶ台群

KOK-76 諏 訪 星 ヶ台 群

KOK-77 諏訪星ヶ台群

KOK-78 144ラ 諏訪星ヶ台群

KOK-79 144t 諏訪星ヶ台群

KOK-80 諏訪星ヶ台群

(OK-81 諏訪星ヶ台群

くOK-82 諏訪星ヶ台群

くOK-83 3号住―揮 諏訪星ヶ台群

【OK-84 3号住一搾 神津島恩馳島群

【OK-85 3号住 一 挺 諏訪星ヶ台群

くOK-86 3号住一揮 諏訪 星 ヶ台群

くOK-87 3号住一拝 諏訪星ヶ台群

くOK-88 3号住 一 提 諏訪星ヶ台群

くOK-89 4号住一括 諏 訪 星 ヶ台 群

くOK-90 4号住一括 諏訪星ヶ台群

くOK-91 71 4号住 一 握 諏訪星ヶ台群

くOK-92 7 4号住一括 諏 訪 星 ヶ台 群

KOK-93 7 4号住一括 諏訪星ヶ台群

KOK-94 7 諏訪星ヶ台群

KOK-95 諏 訪 星 ヶ台 群

KOK-96 諏訪星ヶ台群

KOK-97 神津島恩馳島群

KOK-98 諏 訪 星 ヶ台 群

KOK-99 7( 諏訪星ヶ台群

KOK-100 5号住一揮 和田鷹山群

KOK-101 5号住一 諏 訪 星 ヶ台 群

KOK-102 5号住一搾 神津島思馳島群

KOK-103 5号住一揮 諏訪星ヶ台群

KOK-104 5号住 一 捷 諏 訪 星 ヶ台群

KOK-105 5号住一括 諏訪星ヶ台群

〔OK-106 5号住一拓 諏訪星ヶ台群

(OK-107 5号住 一 拓 諏 訪 星 ヶ台 群

〔OK-108 5号住一括 諏訪星ヶ台群

くOK-109 5号住一拓 諏訪星ヶ台群

くOK-110 5号住 一 拓 諏訪 星 ヶ台群

くOK-111 9〔 5号住―括 諏訪星ヶ台群

くOK-112 5号住一拝 諏訪星ヶ台群

KOK-113 5号住 一 握 諏訪星ヶ台群

KOK― l14 5号住一括 諏訪星ヶ台群

KOK-115 9 5号住一括 諏訪星ヶ台群

KOK-116 和田鷹山群

KOK-117 4454 諏訪星ヶ台群

KOK-118 諏訪星ヶ台群

KOK-119 諏訪星ヶ台群

KOK-120 498[ 諏 訪 星 ヶ台 群

KOK-121 諏訪星ヶ台群

KOK-122 諏訪星ヶ台群

(OK-123 5151 諏訪星ヶ台群

tOK-124 諏訪星ヶ台群

〔OK-125 lll 523ラ 諏訪星ヶ台群

くOK-126 11 523〔 諏訪星ヶ台群

くOK-127 524( 諏訪星ヶ台群

〔OK-128 570〔 諏訪星ヶ台群

くOK-129 11 585( 諏訪星ヶ台群

くOK-130 11 6号住―揮 諏訪星ヶ台群

(OK-131 11 6号住 一 捷 諏訪星ヶ台群

くOK-132 345ィ 諏訪星ヶ台群

くOK-138 528: 諏訪星ヶ台群

半」別図判別群

判別分析

第 1候補産地

判別群  : 距離 1 確率

第 2候補産地

判別群  1 距離 1確率

SM/HD Sヽハ/HD 1556 〕 lVDTN  :  9008

SヽVHD SⅥrHD 1 SBIY 5532 0

Sヽハ′HD SM〆HD 386 1 SBIY   1  117 03 0

Sヽハ/HD SWHD  i  3 85 llrDTN  1  96 951     0

SM/HD SヽA/HD  :  458 SBIY 71 7 0

Sヽハ/HD SヽVHD  1  2 53 SBIY 9203

Sヽハ/HD SWHD  1  6 58 SBIY

SヽVHD SM/HD  1  4 14 SBIY 6664

Sヽハ′HD SVΥHD  1  10 361    1 SBIY

Sヽハ′HD Sヽハ/HD  !   95     1 SBIY

SⅥ/HD SヽVHD  i   6 231     1 SBIY

SlllHD SIVHD  1  11 881    1 SBIY

Sヽハ/HD Sヽハ/HD  1  10 7●     1 WVDTN  1    76

SVΥHD S絋/HD  1  5 541    1 SBIY   : 11625

SVFHD SWHD  1  46Ⅲ     l SBIY

SWHD SM/HD  !  1107:    1 SBIY   : 11193

Sヽハ′HD SVげHD 128 1 SBIY

SⅥ/HD SWHD 1082 1 SBIY

KZOB KZOB 1 KZSN 5869

SWHD Sヽハ′HD 1 SBIY   1 123 16

SWHD Sl1/HD 2 15 1 SBIY

SWHD SM/HD 1 ハヽ/DTN  :   887

Sヽハ′HD SM/HD l SBIY

Sヽハ′HD Sヽ′げHD 1 SBIY   : 13297

SM/HD SヽVHD 1 SBIY

SllTHD SWHD 892 l SBIY   1  100_81

SヽハrHD SWHD 1 SBIY   1 108 27

SWHD Sヽハ/HD 4.82 l SBIY 5824

SWHD SWHD l SBIY   1  74 631

Sヽハ′HD SM/HD 1 SBIY

Sヽハ/HD Sヽハ/HD 1

KZOB KZOB 1 KZSN

Sヽハ/HD SヽVHD  1  10 46     1 SBIY 6668

Sヽハ/HD SヽA/HD  :   386     1 SBIY 8466

ハヽ/DTY VげDTY 〕 Ⅵ/DHY  1  22 44

SVΥHD Sヽハ/HD  i  5 941    1 SBIY

KZOB KZOB  1  4 57 KZSN

SWHD Sl1/HD  1   37 ハヽ/DTN  : 11171

S絋′HD Sヽハ/HD  1  3 89 SBIY

SⅥ/HD SWHD  1   13 3 SBIY   1 107 11

SⅥ′HD SVΥHD 1 SBIY

Sヽハ/HD Sヽ /ヽHD 1 SBIY 8839

Sヽハ/HD SヽVHD 1 SBIY   1 109 39

Sヽハ/HD SWHD 1 Ⅵ/DTN  1 109 25

SヽVHD SヽVHD l SBIY

SヽVHD Sヽハ/HD 1 SBIY   1  94 99

SⅥ′HD S襦′HD 1 SBIY   1 110 62

Sヽハ/HD Sヽハ/HD 0771 l SBIY

SⅥ/HD SM/HD と SBIY

SⅥ/HD SM/HD 1 ハヽ/DTN  :  9665

ハヽ′DTF ハヽ/DTY  !   091 l ハヽ/DHY  :  2674

Sヽハ/HD Sヽハ/HD  1  5 85i    l SBIY   : 10875

Sヽハ/HD SWHD 1 SBIY 8504

Sヽハ/HD SヽVHD l SBIY

SVΥHD SヽVHD 1 SBIY 6954

SヽVHD SヽA/HD 1 SBIY

SWHD SWHD 353 1 SBIY

SWHD Sヽハ/HD 371 1 7848

SⅥ′HD SWHD  1   4Ⅲ     l Y

SⅥ/HD SⅥ/HD 1 7877

Sヽハ′HD SⅥ/HD 1 Y

Sヽハ/HD Sヽハ/HD 1 Y 8122

SWHD SM/HD 566 1 ハヽ/DTN 7833 0

SヽハFHD SヽハrHD 1 Ⅵ/DTN  :  8707     0
Sヽハ/HD SM/HD 1 SBIY   1 109 24

Sヽお/HD SⅥ/HD 832 1 SBIY  1 114 12 0

SWHD Sヽ′げHD 1 VヽDTN  1  75 341     0

SⅥ′HD SヽVHD 1 SBIY 5563
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分析番号 管理通番 遺物注記 推定産地

KOK-134 551守 諏訪星ヶ台群

KOK-135 553コ 諏訪星ヶ台群

KOK-136 5621 諏 訪 星 ヶ台 群

(OK-137 565( 諏 訪 星 ヶ台 群

くOK-138 5822 諏訪星ヶ台群

くOK-139 587( 諏訪星ヶ台群

〔OK-140 和 田鷹 山群

くOK-141 3 諏訪星ヶ台群

くOK-142 7号住一括 諏訪星ヶ台群

くOK-143 7号住 一 握 諏 訪 星 ヶ台 群

(OK-144 7号住一括 諏訪星ヶ台群

(OK-145 7号住一拝 諏訪星ヶ台群

KOK-146 7号住 一 諏 訪 星 ケ含 群

KOK-147 7号住―揮 諏訪星ヶ台群

KOK-148 7号住一拝 諏訪星ヶ台群

KOK-149 3551 諏 訪 星 ヶ台群

KOK-150 355, 諏訪星ヶ台群

KOK-151 355( 諏訪星ヶ台群

KOK-152 355( 諏訪星ヶ台群

KOK-153 361〔 諏訪星ヶ台群

KOK-154 諏訪星ヶ台群

(OK-155 諏訪星ヶ台群

(OK-156 365ィ 諏訪星ヶ台群

(OK-157 4 諏訪星ヶ台群

tOK-158 391( 諏訪星ヶ台群

tOK-159 諏訪 星 ヶ台群

くOK-160 360; 諏訪星ヶ台群

くOK-161 諏訪星ヶ台群

〔OK-162 398t 諏訪 星 ヶ台群

くOK-163 436{ 諏訪星ヶ台群

くOK-164 441( 諏訪星ヶ台群

〔OK-165 諏訪 星 ヶ台 群

(OK-166 0号住一lE 諏訪星ヶ台群

くOK-167 6 0号住一拝 諏訪星ヶ台群

くOK-168 0号住 一 諏 訪 星 ヶ台 群

(OK-169 6〔 0号住一括 諏訪星ヶ台群

くOK-170 諏訪星ヶ台群

(OK-171 3581 諏 訪 星 ヶ台群

くOK-172 諏訪星ヶ台群

(OK-173 諏訪星ヶ台群

くOK-174 5985 諏 訪 星 ヶ台群

(OK-175 6089 諏訪星ヶ台群

くOK-176 7 6091 諏訪星ヶ台群

判別図判別群

判 別 分 析

第 1候補産地

判別群  1 距離 1 確率

第 2候補産地

判別群  1 距離 : 確率

SヽVHD S,VHD  1  5 99     1 SBIY   1  86 75

SttFHD Sヽハ/HD  1   1 36!    1 SBIY   1 110 08

Sヽハ/HD SヽVHD  1  5 07    1 ハヽ′DTN  1  86 82

SM/HD SヽVHD  1  13 771     1 SBIY  1  41 86

SM/HD Sヽハ/HD  1  2 161    1 SBIY   1  80 461     0

SヽVHD S絋′HD 1 SBIY

箪/DTY VヽDTY  1   5 731 0 9801 ハヽFDHY 11 13:  00192

SヽVHD SWHD 1 M/DTN  1 108 59

Sヽハ/HD SⅥ/HD 1 SBIY   1  73 71

SWHD Sヽハ/HD  1  4 331    1 Ⅵ/DTN  :  9229

Sヽハ/HD Sヽハ/HD ] 774
Sヽハ/HD Sヽハ/HD 1 11302

Sヽハ/HD Sヽハ/HD 1 Y  :  977
Sヽハ/HD SWHD  1  4 99 8587

SⅥ/HD SIh HD 1 7405

SVげHD SヽVHD 〕 Y   1  8916

SWHD Sヽハ/HD  1  7 41 ] SBIY   !  7647

SWHD SヽVHD  1  14 67 SBIY   1 143 12

SヽVHD SⅥ′HD  1  6 55 I SBIY   1 125 66

SWHD SWHD | SBIY  1 111 81

SWHD Sヽハ′HD  1  4 97 SBIY   1  62 34

S絋/HD Sヽハ/HD SBIY   1  60 94

Sヽハ/HD SⅥ/HD 527 SBIY  1 119 73:

SM/HD SWHD  1  9 12 SBIY   1  56 41

Sヽハ/HD Sヽハ/HD  l  l1 541 WDTN  1 122 87

Sヽハ/HD Sヽハ/HD  1  9 76 SBIY  1  77 81

Sヽハ/HD SWHD  1   1 07 SBIY   1  78 56

Sヽハ/HD SWHD  1  2 69 SBIY

SヽVHD SWHD  1  6 86 SBIY   : 10557

SVげHD SllrHD  1  15 02 llrDTN 8068

SヽVHD SWHD  1  6 72 ハヽ/DTN  : 12947

SヽA/HD SWHD  1  4 02 SBIY 71

Sヽハ/HD SヽVHD SBIY   1  142 4

Sヽハ′HD SWHD SBIY   1  97 37

SヽVHD SWHD  1  5 31 SBIY   :  5576

Sヽハ/HD SⅥ′HD SBIY   :  1003

ShlTHD Sヽハ/HD  1  3 73 SBIY   :  8989

SⅥ/HD SWHD  i  9 21 ハヽ/DTN  : 10652

S鞘/HD Sヽハ′HD  1  8 11 SBIY   :  6882

S粘/HD S鞘/HD  i  3 34 Ⅵ/DTN  1 103 03

Sヽハ/HD SWHD  1  2 62 SBIY   :  7318

Sヽハ/HD Sヽハ/HD  1  2 931    1 SBIY  : 103841

Sヽハ/HD SWVHD  :  247:    1 SBIY   :  8051

推定結果表の見方

右側の表

判別図判別群 :判別図法によつて推定された産地  判別分析と結果が異なるときは
″

*″
″
をつけて示す。

判 別 分 析 :第 1候補産地 中判別分析により推定された産地の第 1候補

第 2候補産地…判別分析により推定された産地の第 2候補

判別群 候補産地記号 → 半明町図法による産地と通常は一致する。

距 離 試料から候補産地までのマハラノビス距離 → 値が小さいほど候補産地と類似性が高い。

確 率 試料が候補産地に属する確率 → 1に近いほど類似性が高い。
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第 10表 判別図に用いた産地原石判別群
と地原石判別群 (SEIKO SEA 2■ OL蛍 光 X線分析装置による)

蝉
的
］
裸

第 11表 大久保遺跡出土黒曜石産地組成

不可など

総  計

Ａｌ

虚

ＳＣ

エリア 半暢り群 記 号 試料数 %

不口田 6VO)

ブドウ沢 ″OBD 0

牧ヶ沢 〃OMS 0

高松沢 lyOTM 0

不口田 (WD)

芙蓉ライト lVDHY 0

鷹 山 〃DTF

小深沢 0

土屋橋北 ″DTK 0

土屋橋西 lyDTN 1

土屋橋南 IIt DTM 0

古峠
Iv DHT 0

諏 訪 星ヶ台 Sヽハ/HD

蓼科

冷 山 「STY l

双子 山 「SHG 0

悟鉢 山

天 城 柏峠 ] GヽKT 0

箱 根

畑 宿 lNHJ 0

鍛 冶屋 0

黒岩橋 0

上多賀 INKT 0

芦ノ湯 lNAY 0

神津島
恩馳島 くZOB 4

砂糠崎 くZSN 0

高原 山
甘揚沢 「Hだr 0

七尋沢 「HNH 0

新 津 金 津 TヾKT 0

新発 田 板 山 0

深 浦 人森 山 HUHM 0

木 造 出来島 KDDK 0

男鹿
金ヶ崎 OGKS 0

脇本 OCWM 0

羽黒
月 山 HCCS 0

今野リ HCIN 0

北上川

折居 1群 KK01 0

折居 2群 KK02 0

折居 3群 KK03 0

宮 崎 湯ノ倉 MZYK 0

仙 台
秋保 1群 SDAl 0

隊保 2群 SDA2 0

色麻 眼岸 SMNG 0

塩 竃 塩竃港群 SCSG 0

小 泊 折腰 内 KDOK 0

魚津 草月上野 UTHT 0 0

高 岡 二上山 「 OPК 0

佐渡
真光寺 SDSK 0

金井ニッ坂 SDKH 0

隠岐

久見 DKHM 0

岬地 区 ЭKMT 0

箕浦 ЭKヽイヒ 0

自滝

:号沢 STHG 0

黒曜の沢 STKY 0

ボ石山r_E ;TSC 0

赤 井川 気IMK 0

豊浦 豊泉 「UTI

置戸 妄住 〕DAZ

十勝 三 股 「KMM

名 寄 市)| WYHA

旭 川
苛砂台 KヽTS 0

春光台 監KSK

不明産地 1

下呂石 〕ERO 0

合  計

4   と
｀

9・  39

第 60図 東 日本の黒曜石産地

-96-



図版 1

A区空撮 (北西か ら)

―

                                                  

「

穏
報
“
嘉

軒
坤
ド
ボ
一 ― ―

鮮 、
i        rl  よヽ S,

4 ぃ鱗・顆

餓
堺
酵
罐

fr・ 準当

1・ rヤ ■



B区空撮 (南東から)

B区空撮 (真上から)



A区近景 (南東から)

図版 3

A区住居跡群①

A区住居跡群② B区近景 (北西か ら)

B区近景 (南東か ら) B区住居跡群①

B区住居跡群② B区住居跡群③



図版 4

1号住居跡① 1号住居跡②

1号住 1号埋甕① 1号住 1号埋甕②

1号住 2号埋甕 ¶号住 ピット1

1号住 ピット2 1号住 ピット3



図版 5

2号住 炉
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に
2号住居跡

2号住 遺物出土状況②2号住 遺物出土状況①

2号住 遺物出土状況④2号住 遺物出上状況③

2号住 ピット52号住 遺物出土状況⑤



図版 6

3号住居跡 3号住 焼土
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3号住 遺物出土状況① 3号住 遺物出土状況②

3号住 遺物出土状況③ 3号住 遺物出土状況④

4号住居跡① 4号住居跡②



5号住居跡①

図版 7

5号住居跡②
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5号住 炉・焼土 5号住 炉

5号住 遺物出土状況① 5号住 遺物出土状況②

5号住 遺物出土状況③ 5号住 遺物出土状況④



図版 8

5号住 遺物出土状況⑤

峯  
鶴軒|    

″

5号住 遺物出土状況⑥

5号住 遺物出上状況⑦ 5号住 遺物出土状況③

5号住 遺物出土状況③ 5号住 遺物出土状況⑩

5号住 遺物出土状況① 5号住 遺物出土状況⑫



5号住 遺物出土状況⑬

図版 9

5号住 遺物出土状況①

5号住 遺物出土状況⑮

て氏

6号住居跡①

6号住居跡② 6号住 炉

6号住 ピット9 6号住 遺物出土状況①



図版 10

6号住 遺物出土状況② 6号住 遺物出土状況③

6号住 遺物出土状況④ 6号住 遺物出土状況⑤

6号住 遺物出土状況⑥ 7号住居跡①

7号住居跡② フ号住 炉



;暉 亀部
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フ号住 遺物出土状況①

図版 11

7号住 遺物出土状況②

7号住 遺物出上状況③ 8号住居跡①

8号住居跡②

ミェタ

9号住居跡①

9号住居跡② 9号住 炉



図版12

9号住 炉遺物出土状況 9号住 埋甕

9号住 遺物出土状況① 9号住 遺物出土状況②

9号住 ピット1遺物出土状況 10号住居跡①

10号住居跡② 10号住 炉



10号住 炉遺物出土状況

図版 13

10号住 遺物出土状況①

10号住 遺物出土状況② 11号住居跡①

11号住居跡② 11号住 遺物出土状況①

11号住 遺物出土状況② 11号住 遺物出土状況③



図版 14

11号住 遺物出土状況④ 1号土坑

2号土坑 2号土坑 遺物出土状況

7号土坑 16号土坑

1号竪穴状遺構



図版 15

1号住 3095司 号埋奎

2号住 6592号 4主 413

2彊許1■ 2833

2号住 1456

出土土器①



図版 16

ⅢIII

2号住 2827

5号住 298

2堤川主 2838 3号住 1328

5提川主 2164

5号住 2269 5号住 2934

出土土器②



図版 17

6号住 5209
5号住 2922(表 ) 5号住 2922(裏 )

9号住 3577埋甕

6振封主 5400 7号住 3453



図版 18

2号住 289
1号住 6902号埋養

5号住 2927(表 ) 5号住 2927(裏 )

7号住 6029

11号住 6013

出土土器④

10手争4主 4068

10号住 4325



図版 19

9

出土石器 (6号住・11号住 )
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図版 21

出上石器 (5号住 )



図版22
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図版23

出土石器 (1号住 )



図版24
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